
沖縄県国民保護フォーラム 報告書

－武力攻撃やテロなどから身を守るために－

平成18年８月18日（金） 午後６時30分から

パレット市民劇場

開演・主催者あいさつ

沖縄県知事公室参事監兼基地防災統括監府本 禮司

「国民保護のしくみと地方自治体の役割」

消防庁国民保護・防災部 防災課 国民保護室長濵田 省司

「沖縄県国民保護計画について」

沖縄県防災危機管理課長新里 栄治

特別講演

「国民保護計画を機能させるために」

(株)危機管理総合研究所 代表取締役研究所長小川 和久



- 1 -

沖縄県国民保護フォーラム

開演・主催者あいさつ

○ 司会

皆様、こんばんは。たいへんお待たせを

いたしました。本日はたいへんお忙しい中

お集まりいただきまして、誠にありがとう

ございます。

それでは、ただいまから沖縄県の主催に

よります沖縄県国民保護フォーラムを開催

いたします。

本日、司会進行を勤めさせていただきま

す大村尚子と申します。どうぞよろしくお

願い申し上げます。

沖縄県は今年３月に沖縄県国民保護計画

を作成いたしました。この計画は、万が一

の武力攻撃やテロなどから県民の皆様を守

るために避難や救護の実施について定めら

れたものです。国民保護は、国民一人ひと

りに関わる問題であり、皆様の理解、協力

が不可欠となります。本日のフォーラムは

県民皆様に国民保護法制と沖縄県国民保護

、 、計画についてご理解を頂くとともに 現在

様々な課題を抱える沖縄県における国民保

護の在り方はどうあるべきかについて、皆

様と一緒に考えることを目的としておりま

す。

それでは、主催者を代表いたしまして、

沖縄県知事公室参事監兼基地防災統括監府

本禮司よりごあいさつ申し上げます。

それでは、府本統括監、よろしくお願い

いたします。

○ 開演・主催者あいさつ 沖縄県知事公

室参事官兼基地防災統括監 府本禮司

ただいまご紹介にあずかりました、知事

公室参事監をしております府本と申しま

す。今日はお忙しい中を、かくも多数この

沖縄県国民保護フォーラムへご参加いただ

きまして誠にありがとうございます。

先ほどお話がございましたけれども、平

成16年の９月に、いわゆる国民保護法、こ

れは正式に申しますと 「武力攻撃事態等、

における国民の保護のための措置に関する

法律」という長ったらしい名前が付いてご

ざいます。国民保護法というものでござい

ますが、この中に、先ほど申しましたけれ

ども、いざというときの警報の発令、それ

から伝達、避難の指示、誘導など、国とか

県がやるべき仕事が決められているほか、

救難・救護、要するに皆さんを保護すると

いうことがございますから、そのための運

送、それから医療等々、そういう関係者の

方々が果たす役割など、起こってほしくは

ございませんけれども、武力攻撃等から皆

さん方を守るための仕組みが規定されてご

ざいます。そのため、この法律の中では沖

縄県、それから皆様方の各市町村におきま

して、これらの保護だとか救難から避難な

どの仕組みをどうするのかということを具

体的に示しております。いわゆるアクショ

ンプログラムと申しますか、行動計画とい

うものを、いわゆる国民保護計画という名

前の元で作成の義務が課されてございま

す。

幸いに、先ほどもご紹介がございました

けれども、私ども沖縄県は、自衛隊だとか

皆様方市町村の関係者の皆様方の多くの協

力を得まして、この３月31日に国から閣議

、 。決定をもらいまして 作成してございます
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それを受けて、今年は市町村でこの国民保

護計画を作っていただきたいというふうに

考えてございまして、現在、その作業を各

市町村の方で行っております。

ところで、私どものところには、沖縄県

自体が島嶼でございますし、南大東、北大

東、それから宮古、八重山と、たくさんの

島がございます。それともう一つは、米軍

、 、基地 非常に広い米軍基地がございまして

これが実は私どもこの計画を作るときの最

大の課題であり、極めて特殊な事例でござ

います。市町村には、この他に例えば発電

所だとかダムだとか、皆さん方の生活に非

常に密着した重要な施設がございまして、

あるという点が一つと、それと沖縄県の場

、 、合は石垣でも宮古でも 例えば座間味でも

観光客が非常にたくさん来ていると。この

人達をどうするのかということ。輸送手段

とか避難をするときの手段というのがもう

限定されています。飛行機と船という形で

限定されると。そういうものも含めて、一

、 、体どうすればいいのかというものを 今回

この計画を作るときに非常に課題になって

いる。これはぜひそれぞれの市町村の状況

に合わせてそういう計画を作っていただき

たいというふうに考えてございます。

この国民保護計画というのは、有事を想

定したものであります。この有事について

は、それぞれ皆さん方のお考えがあること

は重々承知してございます。私どもは去る

大戦で非常に悲惨な地上戦を経験してござ

います。この教訓を踏まえれば、このよう

、 、 、な時 いわゆる有事の時に いわゆる県民

市民の皆様をどう保護するのかというのが

問題でございますし、これがどのように難

しいのかというのは、我々の経験から知っ

ているわけでございます。

我々は政府に対しましては、基本的には

こういうことが起こらないように、当然の

ことながら普段の外交努力をしてくれと、

この外交努力をしてくださいとということ

を強く申し入れておりますけれども、こう

いうことが起こった場合に一体どうすれば

いいのかというのは、これは我々に課され

た義務でございます。これはその義務を果

たすのは我々地方自治体の課題であるとい

うふうに思っております。

そのようなことを含めて、本日は消防庁

の国民保護室長であられます濵田省司様

と、よく皆さんご存じだと思います。テレ

ビでよく見ておられますけれども、軍事ア

ナリストで有名な危機管理総合研究所の小

川和久様によるご講演がございます。それ

と私どもの方から国民保護計画というもの

はどういうものかというものをご説明した

いというふうに思っております。このフォ

ーラムの最後には、質問の時間を設けてお

りますので、ぜひ皆様方、興味のある点だ

とか、少し分からなかったという点につい

て、講演者の皆様方にご質問いただきまし

て、国民保護計画、なぜ国民保護なのかと

いうふうなことを共に学んでいただければ

幸いだというふうに思っております。

最後に、今日参加していただいた皆様方

に感謝いたしますと共に、このフォーラム

が皆様方にとっても私どもにとっても有意

義なものになるように祈念いたしまして、

私のあいさつといたしたいと思います。本

日はどうもありがとうございます。
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○ 司会

府本統括監、ありがとうございました。

それでは、基調講演を始めさせていただ

きます。演題は 「国民保護のしくみと地、

方自治体の役割 、講師は消防庁国民保護」

室長濵田省司さんです。

濵田さんは高知県出身で、東京大学法文

学部卒業後自治省へ入省、自治省財務局、

外務省在サン・フランシスコ領事館などを

経た他、福岡県や島根県に出向し、福岡県

、 、消防防災課長 島根県総務部長などを歴任

平成18年４月より現職に就いておられま

す。

それでは、皆様、大きな拍手でお迎えく

ださいませ。濵田室長でございます。濵田

室長、お願いいたします。

基 調 講 演

国 民 保 護 の し く み と 地 方 自 治 体

の 役 割

○ 総務省消防庁国民保護室長 濵田省司

ご紹介をいただきました、消防長の国民

保護室長の濵田でございます。この４月か

らこの仕事をやっておりますけれども、本

日は若干お時間をいただきまして、この国

民保護という新しい仕組みと、特に県、市

町村、地方公共団体の期待されている役割

についてお話をさせていただければと思い

ます。お配りした資料をご覧いただきなが

らお聞きいただければと思います。

資料のまず１ページ目をお願いいたしま

す。先ほどの府本参事監の方からも紹介が

ございました、国民保護というのは新しい

平成16年にできた法律に基づく新しい仕組

みであります。私自身も４月からこの仕事

をやっておりまして、高校時代、大学時代

の友人等と話をしておりまして 「国民保、

護」と、この４文字だけでは残念ながらま

だ普通の一般の方にはちょっと知名度が十

分でないところがありまして 「生活保護、

の仕事か」とか「国民健康保険の仕事か」

と言われるんですが、後ろに書いてござい

ますように、この新しい仕組みの国民保護

といいますのは、万が一の武力攻撃、ミサ

イル攻撃などの武力攻撃が起こった場合、

あるいは大規模なテロが起こりました場合

に住民の皆さんに安全な所に避難をしてい

ただくというふうなことを国、県、市町村

が共同して行っていくと、そういう国民の

皆さんをいざという時に守っていく仕組み

であります。

ただいま府本参事監の方からもお話がご

ざいましたように、私ども、今、市町村に

計画づくりをお願いしている過程の中で、

市町村議会、あるいは県の議会でも、そも

そもそういう武力攻撃、端的に言えば戦争

状態ではないかと、そういう戦争状態、武

力攻撃を受けるような状態にならないよう

に未然の外交努力で未然防止を図っていく

ということが政府、あるいは行政の仕事で

はないかというご指摘をいただくというこ

とをよく聞いております。この点は、この

資料にも書いてございますが、私ども、そ

の点は当たり前、当然の前提と思っており

。 。ます おっしゃるとおりだと思っています

ただ、現実に起こっているところを見ます

と、つい先月も北朝鮮から、これは日本に

は着弾しませんでしたけれども、ミサイル

の発射という事件もありましたように、現

実の国際政治を見ますと、あってはならな
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い武力攻撃、あるいはテロ攻撃ということ

が全世界的に見るとかなり頻繁に起こって

いるというのが実態であります。その万が

一の備えをしていることによって、そうし

たときに損害をできるだけ低くしていく、

少なくしていく、安全度を高めていこうと

いう仕組みであります。

ただいまご紹介いただきましたように、

私はアメリカでの生活も10年ほど前に３年

間したことがございますけれども、向こう

で生活しますと、本当に日本の治安の良さ

というか、日本の国民の道徳心の高さとい

うのを痛感をします。向こうでちょっと観

光地へ行っている空きに、手荷物をどこか

に置いていくと、２、３分いないとパッと

取られてしまうということがけっこう頻繁

にあるわけでありまして、私は領事館勤め

をしておりましたけれども、パスポートを

なくしたとか、財布を取られたということ

で駆け込んで来られる人がかなり多くおら

れました。そういう時に、当然悪いのは置

き引きをしていく、泥棒をしていく、そう

いう人が悪いのは当たり前なんですけれど

も 「盗人にも三分の理」といいまして、、

そういう人に言わせれば、捕まえた時に、

あんな所に全然見張りも付けずに荷物を放

っておくのが悪い、これは取って行ってく

れと言わんばかりじゃないかと。取られる

方も悪いんだというふうなことを、悪いや

つも言うわけでありまして、言い換えます

と、そういう被害に遭わないように、自分

の身は自分で守る、自分の持ち物は自分で

しっかり管理しておくということが大事だ

ということだと思います。

それと同じように、そういういざという

事態、武力攻撃を受ける、あるいは大規模

なテロの攻撃を受けるということはあって

はならないことなわけでありますけれど

も、そうした場合に備えて自ら備えをして

おくということによって、そういう被害に

遭わないようにしておこうというのが、こ

の国民保護の仕組みだと考えていただけれ

ばと思います。

テロ攻撃を起こす方も、そういう被害を

起こすことによって社会的な不安に陥れよ

うと、それによって自分たちが持っている

政治的な主張などを通していこうという意

図で行われるわけでありますけれども、備

えがしっかりできていて、テロの攻撃を起

こしても、全然思ったような被害が与えら

れないということになりますと、テロリス

トの方も、じゃあ日本を相手にするのは止

めておこうかということになるわけであり

まして、そこで隙を見せないということが

そういう攻撃を受けないというための安全

度を高める仕組みにもなっていくというこ

とだと思います。

そして、もう一つは、有事における取り

組みということに関して申しますと、元々

過去数十年を見ますと、自衛隊を中心に、

いざ外国などから攻撃を受けた場合にどう

迎撃をしていくかと。その時には平常時と

違いまして、例えば道路の使い方、空港港

湾の使い方、そういう時にいわゆる有事の

場合にどういうふうに動いていくかという

ことを研究をし、法制化をしていくという

ことが先行してきた面があります。これは

言い換えますと、そこに書いてございます

ように、いざというときに国民の保護、国

民の皆さんをいかに安全な所に逃げていた
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だくかというところの仕組みをしっかり作

っておきませんと、さっき申し上げました

ような、道路をどう使うか、空港をどう使

うかという時に、そこに敵が攻めてきてい

ると、それを迎撃するのが第一ではないか

ということで、そちらばっかりが優先され

てしまうという恐れがあります。

国民の皆さんの避難をはじめとした国民

保護という仕組みをしっかり作っておくこ

とが、いざというときに最も大事なはずの

国民の皆さんの安全を守るということに役

立つということだと思います。

最後に書いてありますように、武力攻撃

というのは、あってほしくない、あっては

ならないものなわけでありますけれども、

そうした現実の国際の政治の実態を見ます

と、残念ながら、この間の北朝鮮のミサイ

ル攻撃のことがあるわけであります。そう

いう意味で、あってはならない武力攻撃に

対しての備え、国民保護法の備えというも

のがなくてはならないものだという思い

で、我々市町村の方に今計画づくりのお願

いをしているところでございます。

資料の２ページをご覧いただきますと、

県とか市町村関係の方、今日もお見えだと

思います。特に10年ほど前の阪神・淡路大

震災以降、地方自治体の危機管理というこ

とが強く問われています。県、市町村に求

められるこの危機管理の活動の範囲とかレ

ベルが非常に広がっているし、レベルアッ

プしているというのが実態だと思います。

元々はそこにありますような地震とか大

雨、こういう自然災害の対応をしっかりや

って行くということが中心だったと思いま

すけれども、大規模な火災とか、去年の春

にもありましたようなＪＲの西日本の列車

事故、あれでも100人の方が亡くなるとい

うような事故がございました。そういうと

きにいかに迅速に対応ができるかというこ

とが問われるようになっておりますし、最

近ここ数年で見ますと、新型肺炎ＳＡＲＳ

への対応ですとか、鳥インフルエンザ、こ

ういった時に県は、市町村はどうしっかり

動いてくれているかということを住民の皆

さんがしっかりウォッチをするという状態

。 、になってきています こういう流れの中に

先ほど申し上げました国民保護、いざとい

う時の武力攻撃が行われた大規模なテロが

行われた時にどう国民の皆さんを守ってい

くかという仕事が、やはり住民の皆さんに

最も近いところで行政の仕事をしておられ

、 、るのが市町村 そして県の皆さんですので

こういう国民保護においても、県、市町村

の大きな役割が期待されるに至っていると

いうふうに考えていただきたいと思いま

す。

３ページをご覧いただきますと、さっき

申し上げましたように、いざという時に、

じゃあ武器を持って闘ってくれという話を

しているわけではございません。最も中心

的な活動は、国民の皆さんを危ない所から

安全な所に避難をしていただくと、そこで

避難の誘導をしていただくというのが最初

の活動になっていきます。そういう意味で

は、例えば地震とか大雨災害、こういう自

然災害の場合と、実際にやる活動はかなり

似ているわけでありまして、３ページに書

いてありますように、この国民保護法とい

う新しい法律の中で、県、市町村に求めら

れておりますのは、ちょうど自然災害の時
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に、下に書いてありますような地域防災計

画という計画を予め作っておきまして、い

ざという時にどう動くか。あるいは常日頃

この自然災害を防ぐために耐震化を進める

でありますとか、堤防を作っておくであり

ますとか、そういう取り組みをしていくと

いうこととちょうど同じように、パラレル

にこの国民保護計画というのを予め作って

おいて、いざ外国などから武力攻撃が起こ

った場合、あるいは大規模なテロが仕掛け

られた場合に、どういうふうに関係の機関

が行動していくか、活動をしていくかとい

うことと、その被害を最小にするために、

常日頃訓練をやっておくといったようなこ

とを計画づくりをしておこうと、おいても

らいたいというのが、この国民保護法に定

められているわけであります。

次、４ページをご覧いただきたいと思い

ます。それでは武力攻撃といっても、具体

的にどういうことを考えたらいいのかとい

うところを上にまとめています。

この法律ができました直後に政府の方で

閣議決定をいたしまして、いわゆる外国な

どからの武力攻撃については４つのパター

ンが想定されるであろうと書いています。

この中で①の着上陸侵攻、これは先ほどお

話がありましたが、ちょうど第２次大戦中

の沖縄での地上戦のような事、あるいは最

近でいいますと戦争映画のイメージをして

いただければいいと思います。軍艦が攻め

てくる、あるいは上陸をして戦車で攻めて

くる、こういった古典的な戦争、あるいは

戦争映画のイメージが①の着上陸侵攻であ

ります。

２つ飛ばしていただきまして、④の航空

機による攻撃、これは第２次大戦中の空襲

を思い出していただければいいと思いま

す。こういうのが、今、古典的な戦争、武

力攻撃のパターンなわけでありますけれど

も、我々政府全体として、こういう古典的

な戦争というような状態も当然想定から外

すことはできませんけれども、冷戦も終結

をして、こういう大規模な大がかりな戦闘

が行われる可能性というのはかなり可能性

は低くなったというふうな判断をしていま

す。そしてこういう大がかりな武力攻撃と

いうのは相手側の相当な準備が必要であり

ますからかなり、時間もかかるわけであり

まして、今回のミサイルの攻撃などでもそ

うとう米軍、あるいは自衛隊がいろいろな

情報収集活動をやり、衛星とか通信を傍受

したりしてということが分かっていただい

たと思いますが、そういうふうにかなり向

こうも準備をしなければいけないというこ

とでありますから、逆に言いますとこちら

もそれに備える時間的な余裕はある程度あ

るだろうということが言えると思います。

というわけでございまして、県あるいは

市町村で国民保護計画を作っていただくと

きに、主として想定をして、よくイメージ

トレーニングをしておいていただきたいと

いうのは、上でいいますと、二重線を引い

ています２番目のゲリラによる攻撃、それ

から３番目の、これはもう言うまでもあり

ませんが弾道ミサイルによる攻撃、こうい

う事態をよくイメージをして、こういう場

合どう動くかということを計画づくりをし

ておいていただきたいと、この２つを中心

にやっていただきたいというお願いをして

おります。
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②のゲリラによる攻撃というのは後ほど

申しますような北朝鮮の不審船事案などか

ら考えますと、何時これが、たまたまか、

あるいは意図してか、上陸して攻撃をして

くるということがないとは言えないと思い

ます。これは局地的な攻撃ということを想

定をしてもらいたいということでありま

す。

そして、下に緊急対処事態の４類型と書

いています。これもわかりにくい法律用語

ですけれども、用は大規模テロと考えてい

ただければいいわけでありますが、そこに

ありますような原子力発電所、石油コンビ

ナートといった所の爆破ですとか、人がた

くさん集まる駅、列車の爆破、それから日

本でもありましたサリンなんかを大量散布

するといったようなケース、それから４番

目にありますようなアメリカの９・11テロ

のように航空機をハイジャックして自爆テ

ロをする、こういったような形態が起こっ

た時、こういう大規模なテロが起こったと

きは、せっかく国民保護の仕組みを常日頃

作っているわけですから、この仕組みを活

用することで、しっかり対応していこうと

いうふうに、法律は閣議決定で決めている

ということでございます。

５ページをご覧いただきますと、じゃあ

具体的に最近どういうことが、この国民保

護法をいざというときに使って、国民の皆

さんを守るという可能性があるようなケー

スが、どういうことで、どういう場合に起

こっているかという所を並べてみました。

一番上にありますのが記憶に新しいところ

で北朝鮮のミサイルの発射事件です。７月

の５日の事案は皆さんご案内のように、ロ

シア沖の公海に着弾をしたということで、

日本には被害はございませんでしたけれど

も、あれもちょっと間違えればということ

でございますし、下に書いてあります８年

前の事案は日本の上空をテポドン１という

のが通過をして三陸沖に着弾をするという

ようなミサイルの発射事案がありました。

これも一歩間違えれば我々日本の領土、領

海の中に着弾をして被害が生じかねないと

いうことでありますし、下に書いてありま

すようなバリ島、ロンドン、スペイン、こ

ういった所の爆弾テロは、毎年のように起

こっております。先週もロンドンで、未遂

に終わりましたけれども航空機を標的にし

たテロが計画をされているということが摘

発をされたというようなことがございまし

た。

、 、そして日本では ５つ目の丸にあります

さっき申し上げました不審船の事案という

のが２回ほどありまして、特に2001年の年

末の事案はテレビでも報道されましたので

皆さんご記憶多いかと思いますが、これは

九州沖の東シナ海で海上保安庁の船と銃撃

戦のようになった。北朝鮮の工作船だった

ようでございますけれども、こういったこ

とが身近で起こっているということがあり

ます。さっき申し上げましたように、その

乗組員がそうとう武装した特殊な訓練を受

けた特殊部隊の人間ということがあります

から、何かの拍子に間違えて、あるいは意

図的に上陸をしてきて非常に局地的なゲリ

ラ攻撃を仕掛ける可能性がなくはないと考

えなければいけないと思います。

その他、さっき申し上げました米国の同

時多発テロですとか、日本でも10年ちょっ
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、 、と前にありましたが 地下鉄のサリン事件

こういったようなテロも起きているという

、 、ことでありまして こういうのを見ますと

現実問題として、やはり平和的な紛争解決

のために外交努力を重ねていくという原則

は原則として、しかし現実にこういったこ

とが起こっていることを考えますと、これ

に対する備えをしておかなければいけない

ということだと思います。

６ページをご覧いただきますと、そうい

った時に県ないし市町村、国と協力をして

どういう活動をしていくことが国民保護の

取り組みなのかということをまとめてあり

ます。上から３つございまして、一つは避

難、先ほど来申し上げたように安全な所に

逃げていただく。２つ目が救援、避難所で

の衣食住のお世話ですとか医療の手当、３

つ目が武力攻撃災害の対処と書いて、わか

りにくいですが、今、被害を最小化すると

いうことであります。例えばミサイルが万

が一にも着弾をして火事になっている。あ

るいは火を消し止めるというような活動を

して被害を最小化すると、こういう３つの

活動を、特に先ほども申し上げましたミサ

イル攻撃とか武力攻撃といったような場合

には、国の方に情報がたくさんありますか

ら、国からの指示で、県、市町村に避難誘

導などをしていただくということが一番典

。 、型的なケースとして考えております ただ

テロ攻撃などのような場合、必ずしも国で

はなくて現場の市町村、あるいは110番通

報、119番通報、あるいは市町村役場への

通報で、初めて情報が入ってくるというこ

とも考えられますから、そういった場合に

は決して県、市町村の方では指示待ちでは

なくてしっかり対応していただいて、国に

も情報を伝えていただくというふうにお願

いをしたいと思っています。

そして７ページでございますが、そうし

たいざという時の備えを、先ほど申しまし

たように国民保護計画という形で、県、市

町村で計画づくりをしておいていただきた

いということをお願いしています。このス

ケジュール表にございますように、国の方

では法律が施行された半年後17年の３月に

計画づくりのガイドライン、指針を策定い

たしました。そして昨年度平成17年度中に

指定行政機関、これは国の各省庁でありま

すが、それから真ん中にあります都道府県

が３月までのところで47都道府県、沖縄県

も含めまして全県が計画を作っていただき

ました。そしてこの平成18年度、今年度は

市町村レベルの計画をぜひ作っていただき

たい。そして例えば電力ですとか放送局で

すとかライフライン関係、そういった公共

機関の地方のレベルでも、この国民保護業

務計画を作っていただきたいということで

お願いをしているところでございます。

そして、８ページをご覧いただきたいと

思います。合わせまして、時間もあまりご

ざいませんが、一つだけＰＲ、宣伝を指せ

ていただいて、あと、特に市町村での取り

組みをお願いしたいと思います。今申し上

げましたように武力攻撃の事態の中で想定

をされる二つの類型のうちの一つがミサイ

ル攻撃であります。北朝鮮のミサイルの場

合ですと、皆さんも報道でご案内かもしれ

ませんが、いざ発射をされますと10分掛か

らないで日本に着弾をしてしまうというこ

とになります。先ほど申しましたような警
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報を出したり避難をしていただくというと

ころが本当に１分１秒争う勝負になるとい

うことでございまして、そういう場合に備

えてこのミサイル攻撃といった場合ですと

か、あるいは自然災害でも津波災害のよう

に、これも１分１秒争って皆さんに警報を

伝えないといけないという場合に備えまし

て、こういう情報が我々消防庁に入りまし

たらこの情報を人工衛星、通信衛星を通じ

て各県、市町村にお送りをするというシス

テムを今開発しております。そしてここの

全国瞬時警報システムＪ－ＡＬＥＲＴの最

大のミソは、市町村の防災行政無線を自動

で起動して電源を入れて押してもらう。そ

してサイレンを鳴らして、予め録音してお

りました警報を住民の皆さんに伝えていた

だく。例えばミサイルの場合ですと 「ミ、

サイルが発射をされました。この地域にも

着弾をする可能性があります。速やかに屋

内に避難をしてテレビ、ラジオをつけてく

ださい」こういう警報を予め録音しており

まして、これを流してお伝えをするという

システムを開発しております。

我々の方の情報を送る方の技術開発は、

ほぼ目途がたっておりまして、今年度中に

も始めていきたいと思っておりますが、問

題は市町村の方でこれをしっかり受信をし

ていただいて、先ほど申し上げましたよう

に防災無線をまず整備をして、その上でい

ざという時に自動的に起動するような装置

を整備していただかないといけない。市町

村にもよりますけれども、平均で200、300

万円のお金が掛かると思いますけれども、

ぜひともこういう自動起動をするような装

、 、置の整備 あるいは改造をしていただいて

我々情報をせっかくお送りしますので、こ

れをすぐ住民の皆さんに警報としてお伝え

いただけるような体制を市町村でも取って

いただきたいというお願いをいたしまし

て、私の話を終わりにさせていただきたい

と思います。

ご清聴どうもありがとうございました。
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○ 司会

濵田室長、ありがとうございました。

、 、それでは この後また続きますけれども

少しの間ステージの方の転換がございます

、 、ので お待ちいただきたいんですけれども

今の濵田室長のお話などを伺っております

と、本当にやはりこういった武力攻撃とか

テロとかというのは、もう最近では人事で

はないなという感じは本当にありますよ

ね。つい最近でいえば、先ほどもお話があ

った北朝鮮のミサイルなどが発射されたと

いうのを聞くと、本当にドキドキしてしま

ったり、沖縄県は特に基地があって、大き

な広大な基地があるから、やはり日本の中

でも真っ先にじゃないけど狙われてしまう

のではないかという不安があったり、そう

いった中で、やっぱり自分たちの身を守る

ためにというのを自分たちで考えていかな

ければいけない時代ではあるんですけれど

も、こういった国、県ということで対策を

練っていただければ、もちろんありがたい

というか、うーん、ありがたい中でも、で

もやっぱり怖いですよね。何があるかわか

らないので。こういうのを聞いていてもち

ょっと難しい、本当に難しい問題だなと思

うんですが。

それでは、準備が整ったようでございま

すので、続いてまいりたいと思いますが、

続きまして今年３月に県が策定しました

「沖縄県国民保護計画について」沖縄県知

事公室防災危機管理課長の新里栄治よりご

説明申し上げます。それでは、新里課長、

お願いいたします。

「 沖 縄 県 国 民 保 護 計 画 に つ い て 」

○ 沖縄県防災危機管理課長 新里栄治

皆さん、こんばんは。ただいまご紹介に

あずかりました沖縄県知事公室防災危機管

理課長の新里でございます。沖縄県国民保

護計画の概要を説明させていただきたいと

、 。思いますので よろしくお願いいたします

皆さん方にもお配りしていると思います

けれども、資料の１ページです。沖縄県国

民保護計画の基本的な考え方ですけれど

も、沖縄県は南北約400㎞、東西約1,000㎞

の広大な海域に散在する39の有人離島を含

む160の島々から構成されております。そ

ういうことで、各島との輸送手段というの

は陸路は絶たれておりますので空路と海路

のみとなっております。それから、空港や

港湾の規模により機材の利用制限がござい

ます。こういったことから島外への避難、

あるいは食糧等の物資や医療の確保が一つ

の課題となっております。

それから２点目に、県土面積の約１割を

占める米軍基地が存在しております。米軍

基地周辺住民、あるいは基地内に勤務する

日本人従業員等の避難など、そういった国

民保護措置の的確かつ迅速な対策がここで

はまた課題となっております。

こういった現状を踏まえまして、離島や

基地周辺住民の武力攻撃事態等への対処に

ついて記述しているのが沖縄県国民保護計

画の特徴ではないかと考えております。

（次、お願いします ）。

沖縄県国民保護計画の構成ですけれど

も、第１編から第５編までございます。第

１編は総論となっておりまして、総括的事

項です。ここにもありますとおり、県の責
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務、あるいは国民保護措置に関する基本方

針、業務の大綱等をうたっております。

それから第２編が平素からの備えや予防

ということで、組織体制の整備、あるいは

関係機関との連携、それから避難救援への

平素からの備え、そして物資、資材の備蓄

整備、普及啓発等、こういったことを網羅

しております。

そして第３編から第４編、第５編にわた

りましては、有事です。まず第３編ですけ

れども、武力攻撃事態等への対処です。こ

ここはまず初動体制、それから県の対策本

部の設置、それから国からの指示を受けま

した警報、避難の指示です。そして救援、

それから武力攻撃災害への対処、それから

被災情報の収集、提供、それから国民生活

の安定、離島における対処等をうたってお

ります。

それから第４編が復旧等、武力攻撃事態

によって生じたものにつきましてライフラ

インの輸送路の応急の補給、それから損失

補償等を記述しております。

第５編、最後ですけれども、ここは緊急

対処事態ですね。大規模テロにおける対応

ということで、武力攻撃事態等に準じて対

応するということになっております。

次お願いします。

先ほど説明した第１編の総論ですけれど

も、その中で国民保護措置に関する基本的

な方針ですね。９点ほど掲げております。

まず１点目、基本的人権の尊重です。これ

は憲法が保障する国民の権利と自由です

ね、これを最大限尊重すると。制限を加え

る場合でも必要最小限度に抑えるというこ

とです。公正かつ適正な手続でそういった

制限を行うという基本的人権の尊重をまず

第１点に掲げております。

それから２点目に国民の権利利益の迅速

な救済、それから国民に対する情報提供、

どういった攻撃事態となっているかという

情報提供ですね。

それから４関係機関相互の連携協力の確

保、これは国、他の都道府県、市町村、そ

れから指定公共機関、それから自衛隊等、

そういったところとの連携協力を確保する

ということですね。

それから５の国民の協力、これは後ほど

改めて説明いたします。

それから６番目に、指定公共機関及び指

定地方公共機関の自主性の尊重、その他特

別な配慮ということで、特に日本赤十字社

につきましては自主性を尊重するというこ

とと、それから放送事業者につきましては

放送の自立を補償すると同時に、言論その

他の表現の自由に充分配慮するということ

でございます。

それから７点目に、高齢者、障害者、そ

れから外国人等への配慮、それから国際人

道法の的確な実施ですね。そして８点目に

国民保護措置に従事する者等の安全の確

保、国民保護措置に従事する県職員、ある

いは市町村職員、あるいはいろんな自衛隊

とかおりますけれども、そういった方々に

つきましては安全ですよと、そういう安全

が確保されないことには、そういった国民

保護措置には従事させないという意味合い

での国民保護措置に従事する者等の安全の

確保です。

それから最後に地域特性への配慮、これ

は沖縄の、最初、冒頭申し上げたんですけ
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れども、沖縄県は島嶼県であります。そし

て米軍基地が集中しております。そういっ

た地域特性の配慮をするということです

ね （次、お願いします ）。 。

先ほど説明しました国民の協力ですけれ

ども、国民保護法第４条第１項によります

と、国民は国民の保護のための措置の実施

に関し協力を要請されたときは、必要な協

力をするよう努めるということになってお

ります。法律では、国民に協力要請できる

場合を限定しております。

協力を要請できる内容としましては、こ

こにありますとおり４項目です。まず一つ

目は、避難住民の誘導、それから救援。二

つ目に消火活動、負傷者の搬送、被災者の

救助その他の武力攻撃災害への対処に関す

る措置。３点目に保健衛生の確保。４点目

に避難に関する訓練への参加です。

この４点に限定されておりまして、協力

の要請を行う場合には、先ほど申しました

けれども、安全の確保に充分配慮するとい

うこと。それから国民が協力の要請に応ず

るか否かは任意として義務とはしないと。

国や地方公共団体は、要請に基づく協力に

より、国民が死亡・負傷等した場合は、そ

の損害を補償するということです （次、。

お願いします ）。

（ ）第２編の平素からの備えや予防 その１

ですけれども、沖縄県は国民保護措置を的

確かつ迅速に実施するために平素から必要

な次のような整備を行うことになっており

。 。ます まず県における組織体制の整備です

これは職員の緊急事態等があった場合には

武力攻撃等があった場合には職員を集める

と、参集基準ですね。それから初動体制の

確立、あるいは24時間体制という意味合い

での交代要員等の確保の整備。

、 、それから 関係機関との連携体制の整備

国、都道府県、市町村関係機関との計画の

整合性の確保等、あるいは在沖米軍との意

思疎通などを整備することになっておりま

す。

それから非常通信体制の整備など通信の

確保、これは有線、無線、それから衛星、

そういった他ルート化を図ると。一つが無

理でも他のルートで通信ができると。それ

から停電等があった場合の非常用電源の確

保です。

それから情報収集・提供等の体制整備。

それから、避難及び救援に必要な基礎的

資料の準備 （次、お願いします ）。 。

平素からの備えや予防（その２）ですけ

れども、医療体制の確立から運送事業者の

輸送力等の把握。それから生活関連等施設

の把握及び安全確保の留意点の周知等。こ

こでいいます生活関連等施設といいますの

は発電所、あるいは貯水施設、軌道施設、

モノレールですね。それから電気・通信施

設、ダム、それから危険物ですね。高圧ガ

ス、火薬、そういったのを一応生活関連等

施設と定義しております。それから警報の

伝達、住民の避難等国民保護措置に関する

訓練の実施です。それから救援の必要な物

資等の備蓄。広報誌、インターネットを活

用した国民保護措置に関する啓発が平素か

らの備えや予防ということで、国民保護計

画の中でうたわれております （次、お願。

いします ）。

この第３点が有事からの一つの国民保護

計画の重要な要となるものであります。県
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民あるいは住民の方々にも非常に密接な関

わりのあるところであります。

第３編の武力攻撃事態等への対処であり

ますけれども、まず武力攻撃等が発生いた

しますと国の方から総務大臣を経由いたし

まして警報が発令されます。警報の発令は

沖縄県知事の方に出されますので、沖縄県

知事は、それを受けまして指定地方公共機

関、放送事業者等、そこに警報の伝達通知

をすると。そして市町村長にも同じように

警報の伝達をするということです。指定地

方公共機関、放送事業者につきましては、

放送を通じて県民、住民の方々に、この警

報を知らしめる、通知をすると。市町村長

におきましては広報車や行政無線等を通じ

て住民の方々に通知をすると。合わせて県

の方ではいろんな広報を通じまして県ホー

ムページ等への掲載等、そういったのを通

じて警報を住民の方々の方に通知をすると

。（ 、 。）いうことになります 次 お願いします

第３編、武力攻撃事態等への対処ですけ

れども、先ほどのものとどういうふうに違

うかといいますと、先ほどの説明のものに

つきましては、国からのそういった警報の

発令があったということですね。この緊急

通報の発令につきましては、国のそういっ

た警報の発令を待つ暇がないと。放ってお

くとその武力攻撃事態等が拡大して住民の

生命、身体、または財産に対する危険がそ

うとう拡大する、そういったことが見込ま

れる場合、想定される場合には、県知事の

判断で緊急通報の発令ができます。国から

のそういった警報の発令がなくても県知事

の判断でそういった通報ができるというの

が緊急通報の発令であります。これをご覧

になっていただいてもお分かりのとおり、

まず武力攻撃等の災害発生がありますと、

住民の方々から通報があります。市町村の

方にですね。その通報を受けまして市町村

は知事の方に通知をいたします。知事はこ

れを受けまして緊急通報を発令する必要が

あると判断した場合には、緊急通報を発令

いたします。これは市町村長、そして放送

事業者に対する指定地方公共機関等に対し

て緊急通報の発令を通知いたします。そし

て合わせて他の市町村とか他の執行機関、

そういったものにも通知をいたします。先

ほども申し上げましたとおり、市町村は住

民の方々にいろんな手法を通じてそういっ

た緊急通報を通知をすると。放送事業者は

放送を通じて住民の方々に通知をするとい

うことです （次、お願いします ）。 。

第３編の武力攻撃事態等への対処、避難

の指示ですけれども、警報が発令しますと

国の方から避難をする必要があるという通

知があります。それを受けまして国の方か

らそういった避難措置の指示、総務大臣経

由ですけれども、これが県知事の方に出さ

れますと、それを受けまして県は市町村長

の方に避難の指示をいたします。合わせて

放送事業者の方にも、その避難の指示を通

、 。知いたしまして 放送をお願いいたします

そして運送事業者の方には、避難住民の運

送の要請ということでお願いをいたしまし

て、その避難を実際に市町村の指示、協力

のもとに住民の方々を安全な所に避難をさ

せるというのが、この第３編の避難の指示

等でございます （次、お願いします ）。 。

先ほど説明した避難の指示等の一例です

けれども、沖縄県知事、何月何日現在とい
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うことで、こういった文書で避難の指示を

いたします。本県においては何月何日何時

に国の対策本部長から警報の通知を受ける

と共に、何時に避難措置の指示があった。

こういった内容の避難の指示をいたしま

す （次、お願いします ）。 。

第３編の武力攻撃事態等への対処という

ことで、避難の指示における地域特性の配

、 、慮 これは何度も申し上げましたけれども

沖縄県には、まず米軍基地が存在します。

そういうことから米軍基地周辺の住民の避

、 、難 これが非常に重要なことでありまして

これは地域、国や在沖米軍と調整しまして

必要な措置を講ずると。それから都市部に

おける住民避難、都市部ですから人口が多

いですよね。人口が多いですから一気に避

難というわけにはいかないので、そういっ

た人口規模に見合った交通手段とか受入施

設の確保として直ちに避難する必要がある

、 。場合には 近傍の屋内避難を指示をすると

それから３点目に、観光立県ですから観光

客が多いんですけれども、そういった方々

の避難ですね。それから離島における住民

の避難、これはまた改めて後ほど説明いた

します （次、お願いします ）。 。

武力攻撃事態等への対処ということで、

救援ですけれども、救援としましては県の

方が実施いたしますけれども、市町村の協

力を得て。内容としましては、ここにあり

ますとおり１から10まであります。収容施

設の供与、それから食品、飲料水及び生活

必需品等の給与及び貸与、医療の提供及び

助産、それから被災者の捜索及び救出、こ

ういったのが救援の内容となっておりま

す。救援の内容ごとに関係機関との連携、

医師会とか運送事業者、そういった方と連

携をして、留意点等もまとめて記載をして

いるところであります （次、お願いしま。

す ）。

安否情報の収集及び提供ですけれども、

実際、武力攻撃等があった場合に、避難と

かするわけですけれども、家族、知人等が

当然その地域外にはいるわけですね。離れ

ばなれになる可能性もあるわけですけれど

も、そういった方々につきまして、どうな

っているのかと、どこにいるのかと、そう

いった安否情報の収集を、収集先としまし

ては避難施設、あるいは避難住民、消防機

関、県警察、あるいは運送機関、その他の

方から情報を収集しまして市町村長の方で

は住民基本台帳、あるいは外国人登録等を

参考に避難者名簿等を作成するとして安否

情報を収集いたします。沖縄県知事は市町

村からの報告を受けて安否情報を整理しま

して、必要に応じ自ら情報収集もいたしま

す。総務大臣、消防庁におきましては、県

からの報告を受けて安否情報を整理しまし

て、国民からの紹介があった場合には回答

をするというのが安否情報の収集及び提供

です （次、お願いします ）。 。

武力攻撃事態等への対処ということで、

。 、武力攻撃災害への対処ですね まず１点目

生活関連等施設の安全確保、これは先ほど

も説明いたしましたけれども、生活関連等

施設、発電所とか飛行場、それからダム、

それから危険物、高圧ガスとかいろいろあ

りますけれども、こういったものにつきま

して安全確保を行うと。施設管理者に対す

る措置の要請、安全確保の措置の要請です

ね。場合によっては立入制限区域の指定、
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それから危険物資等に関する措置命令等を

行います。それから武力攻撃原子力災害及

びＮＢＣ攻撃による災害への対処等という

ことで、武力攻撃に伴う原子力災害の対処

について、防災基本計画に定める措置を踏

まえて記載しております。

、 、 、それから 応急措置等 事前措置の指示

退避の指示、警戒区域の設定、それから応

急公用負担等がございます （次、お願い。

します ）。

沖縄県の国民保護計画の特徴なんですけ

れども、離島における住民の避難ですね。

これはイメージを掲げていますけれども、

離島地域における避難の基本パターンとし

ましては、まず、島内避難があります。住

民の方々が島内の避難施設に避難をする

と。そして更に島外避難、これは船、飛行

機等を利用して沖縄本島の方に避難をする

と。場合によっては県外の方に飛行機、船

。 、等を利用して避難をすると それから宮古

八重山地域における避難の基本パターンと

いうことで掲げております。

それから、第３編の離島における救援、

これも医療体制、物資の運送等ということ

で、離島における救援を行うということで

あります （次、お願いします ）。 。

応急の復旧ということで、武力攻撃等が

あった場合の応急の復旧をするというのが

応急の復旧ですね。県が管理する施設、施

設、通信機器、ライフライン施設の応急の

復旧、それから国民保護措置に要した費用

の支弁、これは原則といたしまして国民保

護措置に要した費用というのは全部国の負

担ということになっております。こういっ

たものにつきまして県がもし支出をしてお

れば県の方に対して、これを請求するとい

うことです。

それから最後に、緊急対処事態への対処

ということで、武力攻撃以外のものにつき

ます大規模テロ等においては、そういった

武力攻撃等に準じて対処するということが

緊急対処事態の対処であります。

短い時間ではありましたけれども、とり

とめのない話で大変理解しづらかった面も

あるかと思いますけれども、これが沖縄県

国民保護計画の概要となっております。ど

うもご清聴ありがとうございました。
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○ 司会

新里課長、ありがとうございました。

それでは、続きまして、お待たせいたし

ました。特別講演を始めさせていただきま

す。

演題は「国民保護計画を機能させるため

に 、講師は株式会社危機管理総合研究所」

代表取締役研究所長で軍事アナリストの小

川和久さんです。

小川さんは、昭和20年熊本県八代市にお

生まれになっております。中学卒業後、陸

上自衛隊生徒教育隊に入隊、陸上自衛隊航

空学校で航空機整備を学び、同志社大学を

、 、 、中退後 鳥取県紙日本海新聞で司法 教育

労働、県政を担当、その後、講談社週刊現

代の記者となり９年間にわたり政治、社会

問題を担当。昭和59年に日本発の軍事アナ

リストとして独立し、現在幅広い活躍をな

さっていらっしゃいます。本日は大変ご多

忙な中、沖縄にお越しいただきました。そ

れでは皆さん、大きな拍手でお迎えくださ

いませ。小川和久さんです。

特 別 講 演

「 国民保護計画を機能させるために」

○ 株式会社危機管理総合研究所代表取締

役研究所長 小川和久

皆さん、こんばんは。ご紹介いただきま

した小川でございます。今日の私の演題は

国民保護計画、あるいは国民保護法を機能

させるためにということになっておりま

す。これは何でかというと、形はできたけ

れども機能するとは思えない、そういう部

分がいっぱい残っているからです。私自身

は軍事専門家の端くれとして国の危機管

理、安全保障、端っこの方からお手伝いを

している立場でございますが、この有事法

制、あるいは国民保護法については、当事

者としてかなり深く関わってまいりまし

た。やはり最初に有事法制の問題が出たと

きに政府が示した原案に対してＮＯと言っ

た人間の一人でございます。当時の総務省

消防庁の長官だった石井さん、今の富山県

知事でありますが、こういった志のある官

僚機構の方々と話し合いながら、国民保護

に関する法制度が２年後になるというのは

原点を忘れているのではないかと。国民を

保護できずして何の有事法制かというとこ

ろで、原案を乱暴な言葉で言いますと潰し

た張本人でございます。だから、消防防災

という消防庁が出している年に４、５冊出

る本の創刊号の巻頭論文は、そのことを私

は書いているんですよ。原点をなぜ忘れて

いるかと言ったら、例えば有事法制に関す

る議論が日本で行われたというのは昭和52

年、1977年当時、当時は北方脅威論という

のがありましたね。北海道にソ連軍が来る

ぞ、来るぞという話があった。これは北海

道に持ってくることのできるソ連軍の兵力

というのはもちろん限られるんですが、そ

れに対して日本の自衛隊も、あるいはアメ

リカ軍も、どうやってそれを撃退するかと

いうことで一生懸命日夜取り組んでおっ

た。ただそこで問題になったのは、北海道

北部、稚内の正面に上陸してきたソ連軍が

国道40号線などの幹線道路を使いながらど

んどん南へ攻めてくる。旭川、札幌を目指

して。それを迎え撃たなければいけない日

本の自衛隊とアメリカ軍でありますけれど

も、実際には迎え撃つことはできないとい



- 17 -

う事態が明らかになったんです。何でかと

いうと、何万人ともしれない北海道北部の

住民が、マイカーに家族と家財道具を乗せ

て逃げてくる。ソ連軍の前を逃げてくる。

ソ連軍は日本の避難民が楯になるからいい

わけですね。ところがこっちは避難民が邪

魔になって戦えない。邪魔という言葉はよ

くないけれども、これはもう危なくて撃て

ないわけです。だからそこにおいてはきち

んとした住民避難計画があり、住民を保護

する措置が取られていなければ国の防衛も

できないじゃないかという問題に至るわけ

であります。

ただその時に、私もまだ若かったんです

が、あちこちの役所と話しながら探したけ

れども、どの役所にも住民避難に関する計

画もない、議論した後もない、こんな格好

ばっかりの国の防衛体制があるかという話

。 。です それは自衛隊の仕事ではないんです

自衛隊が外から日本に対して脅威を及ぼし

ている相手と立ち向かっている時、この役

割分担、自衛隊の役割分担はこういうこと

です。

一方で、国内において国民を守るべきは

、 、 、消防であり 警察であり 関係省庁であり

自治体ではないのか、その役割分担が全然

ないじゃないか、なんばしょっとね、とい

う話ですよ。そこから始まったんです。だ

から国民保護ということをちゃんとやらな

いと有事法制なんて成り立たないよと、原

点を忘れているじゃないかということを最

初の政府原案の時に言い、ちょっと早めて

もらったという関わりを持っております。

ただ、そういう中で、これは国民保護計

画ということで言いましても、今まで国の

立場、沖縄県の立場から、かなり厳密な正

確なお話がありましたので、私は皆さん方

が、どこかで聞きたいなと思っているよう

なテーマに則して、こういうふうに考えて

いったらいいのではないのかというお話を

いたします。日本で一番有名な国に関する

話でございます。

「あの国」というと、みんなうなずいて

いる。あの国というのは北朝鮮ですね。北

朝鮮くらいの国に振り回されているようで

は日本は生きていけないんです。ただ、や

はりツボをきちっと押さえて、安全な状態

に持っていくことができなければいけな

い。そこのところが日本の議論というのは

整理できていない。そこの話を私はしたい

と思います （では、１枚目のスライドを。

お願いいたします ）。

私はここに書きましたのは、危機管理、

つまり国家国民の安全を図るための措置で

ございますが、これに関して基本的なスタ

ンスというものがあるというお話でござい

ます。ここを押さえながらいきたいと思う

んです。

まず、世界のどこに出しても通用しなけ

れば不合格だよと。だからとにかく世界に

通用するか、通用するか、通用するかとい

うところでチェックをしていかなければい

。 、けない さっきも楽屋で話したんですけど

日本の政府の機関、組織でいいますと、か

ろうじて世界に通用するレベルにあるのは

自衛隊だけですよ。これは私が自衛隊出身

だからひいきして言っているのではないん

です。当たり前なんですよ。世界に通用す

るレベルにもっていっておかなければ、ア

メリカとの共同訓練なんてできないわけで
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す。遊んでもらえないのよ。警察や消防、

もちろん高い能力を持ったところもあるけ

れども、ダメなところはダメなんですね。

それは一緒にやるなんていう機会がほとん

どないから。自己満足的に頭の中だけで、

このくらいやったらいいだろうと思ってい

るのがいっぱいある。チェックをし、チェ

、 、ックをし この計画が本当に機能するのか

国民を守ることができるのかということを

やらないと、どうしようもないわけであり

。 、ます 世界に通用するかどうかというのが

まずキーワードでございます。

そして私は、ここに「国際水準」という

ことを書いてありますが、とにかく世界に

通用するためには、科学的なとらえ方がで

きるかどうかということが問われるんで

す。何とはなしにいったらあり得ない。科

学的なとらえ方ができるということは、客

観的な事実、あるいは数字、それを元に見

ることができなければいけない。それを元

に議論をするんだったら、通訳さんさえい

れば世界のどこの国の専門家でも議論でき

るんです。それがまず問われる。科学的な

とらえ方をすることができて始めていろん

な事態、これに対して冷静な対処もできる

ようになる。これはやっぱり国民保護計画

を機能させる上でも押さえなければいけな

いポイントだと思います。ただ、そういっ

たことが世界的には、特に先進国では当た

り前のことになっている。しかし、日本の

場合は議論そのものが非科学的である。科

学的ではないんです。とにかく北朝鮮脅威

論はその典型ですよ。あるいは中国脅威論

。 、もその典型です これは木を見て森を見ず

その言葉通りであろう。北朝鮮という木ば

っかり見て、ノドンという1,300㎞飛ぶ弾

道ミサイルが200発もあって、これは日本

がターゲットだ、えらいこっちゃーという

けどね、後でお話しますが、北朝鮮という

木が立っている北東アジアという森、ある

いは世界という森全体を見渡したら、北朝

鮮を叩き潰すことのできる、例えばアメリ

カの軍事力はどうなっているのか、そうい

う話でいくと、びびっているのは北朝鮮の

方ですよ。

あるいは中国脅威論もそうです。一昨日

の晩、中国の東京にいる国防武官と飯を食

ったんだけど、だから言うわけではないけ

れども、とにかく中国の軍事費、国防費が

18年連続で二桁の伸びだ、えらいこっちゃ

ー。しかも表に出ているのは国防費の一部

であって、実際は３倍から５倍だ、えらい

こっちゃー。すごい近代化を進めている中

国は脅威だ、えらいこっちゃー。いや、そ

れは18年連続二桁の伸び、事実です。実態

は３倍から５倍あるというのも事実です。

しかしそれは中国という木だけを見ている

からです。森を見てください。

同じ時、アメリカも日本も台湾も軍事力

はどんどん近代化が進んでいる。この差が

縮まらなければいいんですよ。そこのとこ

ろできちっと抑えながら、安全な状態に落

とし込んでいくということができなかった

ら一人前の国ではないんです。子どもみた

いな議論がすごく多い。

こういったことがまかり通っていると、

流言飛語の原因になります。パニックが起

きます。パニックで死ぬ人がいっぱい出ま

す。そういう話です。そのへんをみんなで

考えようということなんです （次、お願。
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いします ）。

これは出典は朝日新聞でございます。朝

日新聞、インターネットから読み込んだん

ですね。この間、北朝鮮が７月５日に弾道

ミサイルを７発撃った、そういう話でござ

います。実際はああいうふうに広がってい

なくても、ちょっとまとまった格好で落ち

たそうですが、こういった格好、この１発

、 、目から７発目 何時頃落ちたかというのは

これは全部防衛庁が出してきたものを新聞

が書いているだけでございます （次、お。

願いします ）。

北朝鮮の弾道ミサイル、これはここにあ

るように開発中のものがテポドン２号、こ

の間失敗をしたやつ、こういったものがあ

る。あるいは新型のスカッドというものも

1,000㎞くらいの射程のものが開発されて

いるのではないか。それもこの間の７発の

うちの２発くらい含まれていたのではない

かということも言われます。

これはテポドン２号の場合は3,500㎞か

ら6,000㎞、これくらいの射程距離、それ

以上のものを目指す、そういったことにな

っているだろう。あるいは新型のスカッド

というものは、これまで北朝鮮が開発をし

てきたスカッドの中で最も遠くまで飛ぶも

のでありますが、これは日本を狙ってると

いう説がありますが、それは間違いであり

ます。1,000㎞あれば西日本がカバーでき

るといいますが、日本を狙うんだったら1,

300㎞の射程をもっているといわれるノド

ンでいいわけです。スカッド・ミサイルを

遠くまで飛ぶようにしようと思うと、燃料

の搭載量を増やさなければいけない。そう

すると弾頭に詰める重さが減ります。小さ

な弾頭になる。それでもいい、それでも役

に立つという国があるから、ああいったも

のを開発するんです。

これは具体的にいいますと南米のベネズ

エラ、そこだろうと思います。買うお客さ

んがいるからいろんなものを開発して、撃

ってみせる面があるわけです。

実際に配備していると思われるのは、ス

カッド・ミサイルを改良したノドン、これ

が1,300㎞、これが発射装置が200くらいあ

るだろうと言われている。これが日本向け

だろうと言われている。あと、スカッドの

Ｂタイプ、有効射程300㎞、それからスカ

ッドのＣ、これは500㎞、これを合わせて6

00くらいの発射装置があるだろうと言われ

ています。

また、弾道ミサイルの開発に関しては、

パキスタン、あるいはイランと協力をして

きた。発射事件そんなにしてないのに何で

完成させられるの、それはパキスタンやイ

ランの国内で発射実験やればいいわけで

す。そのデータを元に完成させたものをま

た売っている。イランのシャハブ３という

弾道ミサイルは、これはノドンそのもので

ございます。それからパキスタンのガウリ

というミサイルはノドンを改良して1,500

㎞くらい飛ぶようになっている。さらにイ

、 、 、ラン パキスタンの場合は テポドン１号

あるいはテポドン２号と思われるものをそ

ろそろ配備をしようとしている。そういう

節があるように見られています （次、お。

願いします ）。

これもインターネットから取ってきたも

のですから、上にクレジットが入っていま

すが、これが大体どのくらいの大きさの違
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いがあるかということで比較する図でござ

います。一番左側がノドン、そして真ん中

が1998年８月31日に三陸沖の太平洋に落ち

たと言われているテポドンの１号、そして

一番右がテポドンの２号。今回、実験に失

敗したと言われている。けっこう大きさが

違うというのがわかると思います （次、。

お願いします ）。

これは朝日新聞から引っ張ってきたんで

すが、北朝鮮からどのへんまで届くかとい

うことでミサイルの射程距離が出ている。

それから下にあるのが、先ほど縦型にミサ

イルを並べてあったのを横にして、それの

ミサイルの長さと重さについてイギリスの

ジェーン年鑑から引っ張り出してここに図

にしてあるものであります。ノドンが重さ

16.5トンだったのに比べて、テポドン２号

は64トンもある。けっこうでかいものが飛

んでいくわけであります。こういうものが

１秒間にノドンだと秒速３㎞のスピードで

落ち始める。大気圏内に再突入して空気抵

抗があるからスピードがだんだん鈍ってく

るけれども、最後地面にぶつかる時のイン

パクトスピードは秒速1.5㎞、大変なもの

ですよ。

あるいはテポドン２号クラスで、大陸間

弾道ミサイルとして8,000㎞から10,000㎞

くらいの距離を飛ばす場合、１秒間に６㎞

～７㎞くらいのスピードで落ちます。流れ

星だって、すごい早さですよね。そういう

ものであります （次、お願いします ）。 。

これは北朝鮮のノドンそのものと言われ

ているイランのシャハブ３というミサイ

ル。こういうふうにしてやはりトレーラー

に乗せて移動します。もちろんこの状態だ

と燃料は入っていません。液体燃料型の古

いタイプのミサイルだからです。そのお話

はこれからいたします （次、お願いしま。

す ）。

これはノドンの原形になっているスカッ

ド・ミサイル、こういう車に普通寝かして

あるんです。そして普通は人工衛星から発

見されないように、敵から発見されないよ

うな所を選んで隠れている。そして発射す

るときに出てきて、ああいうふうにミサイ

ルを立てて、それから側にタンクローリー

が付いていまして、そして液体燃料をマニ

ュアルに従ってゆっくり注入をして、それ

から発射する。そういう格好なんです。

（次、お願いします ）。

北朝鮮の弾道ミサイルについては、ちゃ

んと一つの見方をしておく必要があるとい

うことなんです。北朝鮮の弾道ミサイルは

液体燃料型であるということは言いまし

た。これは旧式だということなんです。液

体燃料型というのは、兵器としては欠陥が

ある。即応性に欠けるんです。ミサイルが

あるといっても、すぐ撃てない。だから先

進国のミサイルというのはみんな固体燃料

型なんですよ。ただ、固体燃料型にするた

めには国全体があるレベルの技術水準にな

ければできないんです。だって、ミサイル

に入れっぱなしの固体燃料が何年経っても

化学変化を起きないようなものができなけ

ればいけない。何年か経って必ず同じ水準

で燃焼してくれないと武器としては役に立

たない。そのレベルに北朝鮮はまだもって

いくことができないでいるんでしょうね。

だから液体燃料型なんです。

液体燃料というのは、今申し上げたよう
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に、とにかく入れっぱなしにできない。代

表的な液体燃料は、ここに書いてあるよう

に、非対称ジメチルヒドラジンという、覚

えるのが大変だったんですけど。そういっ

た物質でございます。化学変化は起こす、

常温では気体だから冷やしておかなければ

いけない、冷却装置付きのタンクローリー

に保管しなければいけない。科学変化を起

こしやすい、発車直前にミサイルを直立さ

せて燃料を注入しないといけない。えらい

ことなんです。でも、これでも役に立つ場

合があるんです。これでもいいという国も

ある。

イエメンなんて、いっぱい北朝鮮からス

カッドを買ったでしょう。イエメンに向け

て北朝鮮の貨物船が走っているのを、テロ

に対する闘いで、あのへんに展開している

各国の軍艦の中でスペインの軍艦が止め

て 「お前、何積んでいるんだ」といった、

ら、スカッド・ミサイルが16発出てきた。

そういうふうな話はいっぱいあるんです。

でも、それはハサミでも人を殺すことがで

きるわけですから、どんな旧式な兵器であ

ろうと場合によっては役に立つからお客さ

んがいるんです。ただ、こんなものでオロ

オロしていたらどうしようもないというこ

となんです。

北朝鮮は何で、この前７発の弾道ミサイ

ルをあそこに撃ったのかという話もここで

しておかなければいけないですね。基本的

には、本当にテレビ的な言い方にはなるけ

れども、アメリカに対するラブコールです

よ。アメリカが北朝鮮の方に向いてくれな

い。イランの問題にずっと関わったり、あ

るいは中東の問題、これはレバノンにイス

ラエルが入っちゃうような問題がずっとあ

った。しかし北朝鮮はずっとアメリカに対

して２国間協議を求めてきた。差しで話を

しよう。それだけだったらアメリカも応じ

るんですけど、北朝鮮がアメリカに求めて

いることが問題なんです。体制保障。つま

り、今の金正日（キム・ジョンイル）体制

を潰さないと保障してくれと言っているん

です。これは一見まともに聞こえるでしょ

う。でもアメリカは応じるわけにはいかな

い。何でか。金正日体制、独裁政権、それ

を潰さないと保障をして一筆書いてくれな

んて、それに応じるわけにはいかないじゃ

ないですか。だから６カ国協議の枠組みの

中で２国間の話し合いをしてもいいよとい

、 。うことは言っているんですね アメリカは

でも、北朝鮮はぐずる、それではダメだと

言う、そしていろんなことをやる。もちろ

ん弾道ミサイルを外貨稼ぎの材料に、世界

のいろんな国に売る。あるいは麻薬を売っ

て現金を手にしようとする。外貨獲得の手

段にしようとする。そういう北朝鮮です。

それに対してアメリカが金融制裁を去年

の秋にやった。マカオの銀行にある口座に

対して、ギュッと締め付けたら、実は金正

日ファミリーのお金だった。そういったこ

ともあった。これはそうとう効いた。北朝

鮮はアメリカに特使を送って、何とか金融

制裁を辞めてくれないかと言ったら、アメ

リカはそんなのは応じられない、とにかく

。 、核の開発を止めなさい ６カ国協議の中で

とにかく良い方向に行くようにということ

だけれども、北朝鮮はそれに対して、アメ

リカに、とにかくそれなら考えがあるとい

うことを示そうとした。それが７発の弾道
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ミサイルの発射なんです。

北朝鮮について言いますと、一貫して世

界の北朝鮮専門家が見ている見方で申し上

げますと、北朝鮮には路線対立はあるけれ

ども、権力闘争はないという言い方。つま

り改革開放路線で行こうとするグループは

あります。将来、中国のような格好になっ

ていこうとしている。しかしやはり軍を中

心として先軍政治といいますけれども、軍

を先頭に立てる。強硬路線で行かないとダ

メなんだというグループもいる。この二つ

の路線の間の論争はあるわけです。ただ、

両方の路線とも金正日総書記を引きずり下

ろそうという動きはない。だから権力闘争

はない。だから両方の路線の上に金正日は

乗って、うまくそれを使い分けているとい

う見方なんです。

今回、アメリカがあまりにもつれないも

のだから、ミサイルをぶっ放して、アメリ

カがそんなつれない態度を続けるんだった

ら軍部が前に出ますよ、強硬路線にならざ

。 、るを得ませんよ そうなるとアメリカさん

あなたの国はそんなに怖がったり、困った

りすることはないかもしれないけど、韓国

はやっぱり困りますよ、日本人は軍事知識

がないからびびりますよ、どうですかとい

う話ですよ。それが基本です。もちろんあ

の７発を撃つ中には他の目的もいっぱい入

っていますよ。

とにかく、あのテポドン２号というのは

、 、失敗したけれども あれはアメリカを狙う

そういう射程距離をもったものを開発しよ

うとしている。アメリカについても、我々

はちゃんと準備しています。ノドンは日本

。 。に向けられたものです 日本も狙えますよ

スカッドは主に韓国に向けられたもので

す。全部準備していますというのはあるで

しょう。

あるいは液体燃料ロケットというのはけ

っこうやっかいでしょう、発射するのに、

それをある時間帯で発射できるというの

は、たいしたことはないけれども、北朝鮮

はけっこう訓練してきたということなんで

すよ。それを見せるというのもある。ミサ

イルを発射することによって国内の軍部の

ガス抜きをするというのもあるでしょう。

あとはやっぱりテポドン２号は新型だから

失敗したって仕方ないけれども、ノドンや

スカッドについてはちゃんと問いましたで

しょう。さあ、お客さん、安いですよ、買

。 。いなさいよ 展示即売みたいな側面もある

こんな目的が全部入っていたんでしょう

ね。

イランの使節団が発射の現場に居たとい

う情報もありますけれども、これは使節団

が居たかどうかはともかく、イランとパキ

スタンの連中は常に北朝鮮に常駐している

わけですからね。とにかくそういった目的

の中でミサイルの発射が行われたと見てい

いでしょう。

ただ、日本であまりマスコミが言わない

議論、あるいは一般的にあまり語られてな

い話もしなければいけない。例えば、なぜ

６者協議なのかというのが問題なんです。

北朝鮮、とにかくあんなにぐずって核の開

発をするし、いろんなことをやる。日本に

ついていえば、拉致問題もあるし、いろい

ろあります。あんなもん放っておいたら潰

れるんじゃないのという話ですよ。放って

おいたら潰れます。たぶんね。それをカン
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フル注射を打つようにいろんな支援をして

潰さないようにしている。その枠組みが６

者協議なんです。潰さないための枠組みな

んですよ。その意味をわかった上で、北朝

鮮との、例えば日本と二国間の外交にして

も、日本に有利なようにもっていくことが

できなかったらダメなんですよ。拉致問題

についても進展はないわけであります。

何で潰さないのか。何か言いがかりを付

けて、北朝鮮は軍事的に潰すことも簡単に

できるでしょうね。何でやらないんだ。そ

れは、北朝鮮がどういう理由であれ、潰れ

たら困る国が二つあるということはおわか

りでしょう。北朝鮮が潰れたら、まず困る

のは韓国です。まず、経済の格差はすごい

ですね。不良債権だらけの倒産会社みたい

な国でしょ、北朝鮮。会社だったら放って

おいたらいいんだけど、同じ民族の国、統

一するといっているから、潰れたら受け得

ざるを言えない。そうなると韓国経済が25

年後戻りするくらい負担がある。でもこれ

。 。は持つんです 日本もお手伝いできるから

ここまではドイルの統一と同じなんです

が、ドイツと違うのは、もう１個やっかい

な問題が南北朝鮮の場合はある。それは、

同じ民族が殺し合った記憶がまだ生きてい

る。朝鮮戦争です。だから北朝鮮が崩壊し

たら、統一できると喜ぶ人もいっぱいいま

すよ。あるいは「喜び組」と会えるという

若い連中もいるでしょう。でも、お互いの

国の半分くらいの国民は、この際、親の敵

をという人達がいる。朝鮮半島が内戦状態

になる可能性が極めて高い。統一朝鮮でき

たわ、韓国潰れたわという話ですよね。だ

からやっぱりしばらくは潰れてほしくな

い。

そして、北朝鮮が潰れたら困るのがもう

１個は中国なんです。中国は、とにかく国

内の地域間の経済の格差なんかすごいでし

ょう。国民の不満が渦巻いていますよ。内

陸部は取り残される、沿岸部は発展する。

その国民の不満が、例えば、反日行動に借

りて共産党を揺さぶるということがあるわ

けです。去年の日本の総領事館に対する抗

議行動なんて、日本の総領事館に石を投げ

ながら、実は頭の中にあるのは胡錦涛（コ

キントウ）に石投げているという図式です

。 。からね そういう中国の国内事情なんです

それを何とかうまく乗り越えながら北京オ

リンピックを成功させたい、上海の万博成

功させたいというのは中国ですよ。そうい

う時に北朝鮮がどういう理由にせよ、潰れ

ちゃうと、何十万人、場合によっては何百

万人の難民が鴨緑江（おうりょくこう）と

いう中国との国境の川を越えて、中国東北

部になだれ込む可能性がある。そうなると

中国国内の矛盾に火を付けちゃう可能性が

。 。ある 中国がぐらぐらになる可能性がある

とにかく北朝鮮については、核の問題を取

り上げて、危なくない北朝鮮であれば、10

年、20年かかるか30年かかるかわからない

けど、今の体制でもいいじゃないの、とい

うのは６カ国協議なんです。

一昨日も中国の軍の日本にいる代表者は

一生懸命言ってましたよね。日本の場合、

北朝鮮政策、核を放棄させるということに

ついてもっと力を入れていいのではないの

か。もっと強力に言ったらいいのではない

かという、中国側に言われているくらいで

すから。そういう中で北朝鮮はぎりぎりま
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でごねて、ごねて、ごねまくって、そして

時々アメリカにお灸を据えられる。お灸を

据えられると、またちょっと強硬な顔を見

せたりして、そういうことが繰り返されて

いる。外交というのは忍耐ですから、それ

に絶えながら日本の安全と繁栄に向けて、

この状況を引っ張っていかなければいけな

いという話なんです。

でも、そういう中で、弾道ミサイルいっ

ぱいある、あるいは飛んできたらどうしよ

うという話でしょう。でも、あまり心配し

なくていいですよ。一発撃ったらもう、そ

れで終わりです。これは極端な言い方だけ

ど。北朝鮮は撃たないうちが花、ノドンも

４発から５発はたぶん核弾頭を載せている

と思ってかまわないだろうというのが、今

年の２月に私は外務省に出した私の分析で

はそういう見方をしているんです。ちゃん

と仕事を政府からもらっているわけですか

ら。でも、一発でも撃ったら終わりなんで

す。撃たないうちが花なんです。そしてそ

のミサイルや核兵器を振りかざした脅しに

載せられるカモがいるから、そういう脅し

。 、をするんですよ それは人間の社会だって

怖い人達の中には、そういう手を取る人も

いますよ。脅すと震え上がる、もっとそこ

を突いてくる、完全にやられちゃうことが

ある。そういう話でしょう。でも、脅しが

通用しなかったらどうするんですか、もう

その手は放棄する以外にない。

とにかく核についても、日本は唯一の被

爆国だし、とにかく世界から核兵器がなく

なるような取り組みはどんどん進めなけれ

ばいけない。ただ、外交の基本というのは

非常に乱暴な話なんですけれども、やるん

だったらやってみろということがないと、

逆にそういったものの脅しに屈することに

なる。かえって危ない状況を生み出してし

まうことがあるわけです。

核については、戦後、有名なエピソード

、 。というのがあるのは ご存じだと思います

これは中国とソ連の問題です。戦後、中国

はソ連の援助によって立ち上がってきた。

ただ、ある時期から路線が対立するように

なる。中ソ対立です。その時、ソ連のフル

シチョフ は中国を脅した 「この恩知ら。

ず、核兵器で攻撃してやる」と言った。そ

うしたら中国の毛沢東は何と言ったか「ソ

連の核兵器を全部中国に撃ち込んだとして

も、中国は人口がいっぱいいるから何億人

も生き残るんだ。その場合、中国が持って

いる核兵器は少ないけれども、それを全部

ソ連の大都市に撃ち込んでやる。それでソ

、 」連の人口はだいぶいなくなるけど どうだ

という話です。すごい乱暴な話だけど、そ

ういうことをお互いにチキンゲームのよう

に相手をにらみ据えながらやって、外交と

いうのは進んでいくんです。

そういう中で、核を使うというのは基本

的にはないと思った方がいいんですが、通

常弾頭の弾道ミサイルは、どうなんだとい

うことになります。通常弾頭の弾道ミサイ

ルたって、皆さん方がイメージしているも

の全部違うんです。国会議員だって官僚だ

って違うんですよ。自衛隊だって、それ専

門にしている人は別にして、全然関係ない

職種や立場の人だったら全然知識がないか

もしれない。そういう話なんです。

例えば、ノドンが一発落ちてきたら東京

が全滅するんじゃないかとか、お台場に落
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ちたらと、フジテレビは喜んで番組を作る

けど、打ち込んでやろうかと思うくらいで

すけどね。

例えばノドンの場合、これは推定ですけ

ど、あれは大気圏外まで１回打ち上げられ

て、１秒間に３㎞のスピードで落ちると言

ったでしょう。それもスカッド・ミサイル

のＣタイプ以降は、弾頭だけ切り離して落

ちてくるんです。この弾頭の重さが我が陸

上幕僚幹部の推定だと、弾頭の重さが推定

900㎏、１トン近い。中に入っている火薬

の量が推定500㎏～700㎏、それが落ちてく

る。イメージできないでしょう。僕もでき

ないんです。ただ、こんな物一発で東京が

潰れたり、那覇が潰れたりしませんよ。た

だ僕はテレビで 「せいぜい、ビルが半分、

ぐらい壊れるくらいです と言ったら せ」 、「

いぜい半分というのは、言わないでくださ

い」とディレクターに注意されてね。同時

多発テロの記憶があるからね、みんな。た

だ、こういったものは、皆さん方が例えば

イスラエルのような国に生まれて、少なく

とも兵役に２年間行っていて、軍事知識、

基礎的な知識を持っていたら理解が早いと

思う。日本の場合は国防族の自民党の議員

まで全然わからないんだから。もうヒーヒ

ー言っちゃってね。ハマコーは、この間テ

レビで 「こんな物が飛んできたら小川さ、

んどう責任取るんだ 「こんな体制を作」、

った政治家はどうなんだ」と言ったら、ブ

ーブーと怒っちゃって、女みたいな事を言

うんだから、本当に。ごめんなさい 「男、

みたいな事を言う」と言わないと怒られる

ね、本当だよ、とにかくヒーヒー言うので

はなくて、事実とデータで押さえよう。

先ほど、国民保護室長さんからもお話が

あったと思いますが、ミサイル発射の徴候

があり、警報が出た場合、とにかく冷静に

行動してもらうのが基本ですから。

イスラエルの前例に学ぼうということに

なったんです。これは湾岸戦争の時、イス

ラエルはイラクから39発の弾道ミサイルを

撃ち込まれた。これはスカッドミサイルは

届かないので、それを改良したアル・フセ

インというタイプです。650㎞飛ぶ。これ

が39発飛んできた。もちろんサダム・フセ

イン大統領の狙いは、イラクがそれを打ち

込むとイスラエルが反撃するだろう、反撃

してくれたらしめしめ、イスラエル対アラ

ブ全体の戦争にすり替える事ができる、そ

ういう狙いですね。ところがイスラエルは

冷静だった。とにかく国民は政府が着弾の

２分前には空襲警報を出すことができま

す。空襲警報が出たら出歩くな、もちろん

そうです。空襲警報が出たらシェルターに

入りなさい。イスラエルはシェルターがあ

ちこちにあります。防空壕、あるいは地下

街に入りなさい。それがない場合は頑丈そ

うなビルに入りなさい。そうしておけば運

悪く直撃された場合を除いては助かります

よという話です。39発、ノドンより一回り

小さいけど、それが落っこってきた。日本

だとみんなバラバラのイメージだから、一

発で那覇が潰れるとか言って逃げまどうで

しょう。イスラエルはわかっている。みん

な避難した。その結果、ミサイルの着弾に

よって亡くなった方は２人だけですよ。あ

と、避難に伴う心臓発作や何かで12人ほど

亡くなっています。でもね、これは「一人

ひとりの命は地球より重い」というのは事
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実ですが、こういう事態で考えれば極めて

限られた被害だということが言える。この

へんを日本人にできるかどうかなんです。

日本国民が正しい知識をこのように持っ

て、冷静に行動できるようになったら北朝

鮮の脅しは効かないんですよ。そこがポイ

ントなんです。

日本の場合、現状だと知識がないまま空

襲警報を出したりしたら、もう我先にどこ

か逃げ込もうとするでしょう、今の段階だ

ったら。そうなると将棋倒し、踏み殺され

て何百人死ぬか、そっちの方が怖い。その

くらいの事が心配される状態なんです。と

にかく弾道ミサイルといっても、このくら

いのものですといったようなことで、冷静

に受け止めながら、きちんと避難できるよ

うな体制を作っておくということがまず大

事だろうと思います。もう一つ、ミサイル

の話ばかりしていると時間がどんどん経っ

ちゃうんですが （次、お願いします ）。 。

朝鮮半島軍事バランスとありますが、北

朝鮮、韓国、それから韓国にいるアメリカ

軍、このくらいの兵力ですよ、戦車が何台

ですよ、戦闘機を中心とする作戦用の航空

機は何機ですよと書いてあります。こんな

データは、それほど意味はない。だって、

北朝鮮の戦車は350台あるというけど、一

番新しいので旧ソ連が開発をしたＴ62、こ

れは1962年にデビューした。これの装甲な

んて、そのへんで訓練やっているアメリカ

軍の攻撃の機関砲で簡単に穴があく。ある

いは沖縄県だと、鳥島で海兵隊のハリヤー

という垂直離着陸のできる攻撃機が劣化ウ

ラン弾を撃ったという事件があったでしょ

う、いっぱい。あの劣化ウラン弾で簡単に

穴があく。劣化ウランというのは、これは

止めなければいけないんですが、穴がボコ

ボコあくということが実物で証明されてい

るんです。そんな物しか持っていないとい

うことなんです。これは参考までに、この

くらいの軍事力を持っていると、これは数

の上でというところで押さえるだけの話で

あります （次、お願いします ）。 。

今のような数だけで言いますと、北朝鮮

っていうのはすごいな、今にも韓国に攻め

込んできそうだな、日本にも来そうだなと

いう感じでしょ。ただ、これは見方という

のがあるんです。ポイントがあります。押

さえなければいけない。そこのところをお

話をしたい。

北朝鮮の軍事力、これは全兵力の70％が

非武装地帯ＤＭＧの北側に集まっている。

、 、だからある日突然 韓国に攻め込んで来て

１週間くらいで占領するのではないかとい

うのを朝鮮問題専門の評論家の人はよく言

いますね。あれは軍事わかってないからで

す。こんな能力は昭和28年７月に朝鮮戦争

が休戦状態になって以降一度も持ったこと

がない。持ちたくても持てないからです。

何でか。それはここにありますエアカバー

能力がないからです。エアというのは空の

エアね、カバーするというのは、上から守

るということです。これは空軍の能力によ

って陸軍を守る。あるいは敵の陸軍を空軍

によって攻撃するという意味ですね。エア

カバーというのは、陸軍を守ってやるとい

う意味ですけれども、この空軍の能力が北

朝鮮は韓国やアメリカが朝鮮半島で使うこ

とのできる空軍の能力のレベルまで整備で

きない。これは金がないからです。
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このエアカバー能力、なぜないのか。ま

ず、近代の航空作戦、空軍を使った戦い方

の中で、一方がちゃんとしたシステムを持

っていれば一方もシステムを持ってないと

戦えないんです。互角に。このシステムが

ないんです。システムの不在。いくらでも

例を挙げられますが、二つくらいあります

ね。例えばこのＡＷＡＣＳと書いてあるで

しょう、ＡＷＡＣＳ、これは空中警戒管制

機といいます。嘉手納基地にもいるでしょ

う、アメリカのやつが。我が航空自衛隊も

４機持っているのよ。あのボーイング767

の旅客機と同じ機体の、背中に円盤みたい

、 。なやつを付けたやつがいるでしょう あれ

我が航空自衛隊のは安いですよ。１機570

。 。 。億円だから ４機持っている 安いですよ

笑わなければいけないです。冗談で言った

んです。でもね、あれが空飛ぶ司令塔なん

です。あれがないと、まず近代の航空作戦

はできない。アメリカ空軍だって、嘉手納

基地に一応定数で３機という格好になって

いる。ただ、大体いるのは１機の事が多い

ですね。あと２機はどこに行ったのといっ

たら、いや、ちょっと出稼ぎに行ってます

ということを言われた。どこに出稼ぎに行

っているのといったら、パナマに行ってま

すとか。パナマで何するのと聞いたら、コ

ロンビアからコカインを小型機でアメリカ

に密輸するやつを見張っているんですと

か、そういう話だったんですが、とにかく

必要とあれば持ってくる。

あるいはこの間ドイツでサッカーのワー

、 、ルドカップをやりましたが あの時だって

ドイツにこのＡＷＡＣＳを17機持って行っ

ていた。これはアメリカだけではなくてＮ

ＡＴＯのやつもありますよ。北大西洋条約

機構のやつも。あれは円盤のようなやつが

アンテナなんです。レーダーの。ロートド

ームと言うんですが、あのドームは。戦場

の近くの9,000ｍ上空を旋回している。あ

のアンテナで上から下を見ている、大体40

0㎞四方くらいをみることができる。そこ

にいる敵、見方の飛行機全部わかります。

敵の飛行機に対しては、まず電子妨害を掛

ける。電子妨害というのは、敵の飛行機が

積んでいるレーダーや何か使えなくしちゃ

う。そして味方の飛行機には敵の位置を早

く教えてやる。味方は敵の裏を描くことが

できる。もう必要不可欠な空飛ぶ司令塔で

。 。す これを北朝鮮は持っているの？ ない

中国だってないのよ。中国はロシア製の

飛行機の機体にイスラエル製のシステムを

載せて、実験していて、この間墜落して、

関係者40人全部死んじゃったのよ。気の毒

に。ＡＷＡＣＳの関係者は全部いなくなっ

ちゃった。ソ連はないでしょう。

あるいは、システムといって、空中空輸

機、空飛ぶガソリンスタンドがないと、今

の航空作戦というのは成り立たない。例え

ばジェット戦闘機の燃料を満タンにして時

速800㎞とか900㎞、旅客機と同じくらいの

スピードでしずしず飛んだら２時間とか２

時間半持つんです。しかし戦争はそうはい

かない。まず敵に接近していくときにはレ

ーダーに引っかからないように低い所を飛

びます。空気抵抗が大きい、燃料を食う、

あるいは爆弾やミサイルを機体の外側にも

積んでいる。これでも空気抵抗が増える。

場合によっては急上昇しなければいけな

い。急降下もある。敵から逃れるためにダ
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ッシュもしなければいけない。そうなると

２時間とか２時間半持つ燃料が10分でなく

なる場合もあるんです。気がついたら機関

砲の弾も残っている、ミサイルも爆弾もあ

るのに、あとは自爆しかできないという話

でしょう。でも、戦場の近くに燃料補給を

するための飛行機が飛んでいたら、そこに

行って燃料をもらえばいい。これも我が航

空自衛隊も中期防衛力整備計画で４機入れ

ます。来年１機目が入ってくる。やっぱり

旅客機のようなやつが嘉手納にいるじゃな

いですか。あれが飛んで行って、ブームと

いうこういう金属のごっつい棒を出すんで

す。そこに戦闘機が近づいて行って、燃料

給油口をそこに差し込んで燃料をもらう。

それです。これは一つの方面でどれくらい

空飛ぶガソリンスタンドが必要かというの

は、沖縄にいる米軍の空中給油機を見れば

わかるじゃないですか。

空軍が嘉手納に15機置いている、これは

ジェット機ですよ。ＫＣ-35とＫＣ-10、そ

して普天間に海兵隊がレシプロのプロペラ

が４つ付いているＫＣ-130というのを12機

置いている。27機。だから中期防衛力整備

計画で４機入れるという時に、当時自民党

の政調会長だった亀井静香が反対するわけ

ね。ハト派のふりをすればいいと思ってい

るから 「外国を侵略するようなイメージ。

があってよくない」と言うから 「４機で、

どうやって侵略できるか言ってみろ」と言

ったら、何かブツブツ言ってましたよ。そ

うしたら野中広務自民党幹事長が 「小川、

さん、亀井をいじめないでよ」と言われた

って、いじめるわけないじゃない、あんな

怖いのを。でも、全然わかってなくて、変

な事を言うから 「沖縄にいる27機を見ろ、

よ、一つの方面で航空戦力を維持するため

には、これでも足りないくらいだ。日本は

４機持ってどこを攻めるんだよ。こんなバ

カなこと言っているから、日本というのは

平和を実現できなんだよ」という話をした

んです。これは瓢亭という永田町の北にあ

る料亭で３人でブツブツ喋っていた。でも

ね、こういったもの、北朝鮮はあるんです

。 。 。か ゼロです システムを持てないんです

ついでながら申し上げますと、海兵隊は

なぜプロペラのやつか、金がないのか、違

うんですよ。海兵隊はジェット戦闘機や攻

撃機、岩国に置いているけれども、普天間

にいるようなヘリコプターの部隊、これは

別に日本に持ってきているのは一部ですか

らね。沖縄に持ってきてないけれども、ア

メリカ本土に置いている定数から行くとも

っとでかいんですよ。第一次海兵航空団の

定数というのは。そのヘリの部隊に空中給

油機を差し向ける場合、ジェット機だと、

ヘリコプターのスピードまで落としにく

い。レシプロのやつだとヘリコプターのス

ピードに落として空中給油できるからレシ

プロなんです。そういうこともある。

でもこういったシステムを備えようと思

ったら、北朝鮮という国が30回以上潰れる

くらい金がいるんですよ。持ちたいけど持

てないの。だから普通いくら陸軍をたくさ

ん非武装地帯の北側に集めていても突破で

きないんです （次、お願いします ）。 。

ただ、そこで頭を使ったから北朝鮮は敵

ながらあっぱれ、日本の外務大臣に金正日

を呼んできたいくらいだ、本当に。これ、

「非対称型の軍事力」と書いてあるでしょ
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う。これはアメリカの政府の正式な表現で

す。つまり、金がない。通常の軍事力は整

備できない。諦めた。しかし安上がりで効

果的な軍事力を模索してきた。それが二つ

ある。それなりに効果発揮してきているん

です。一つが核兵器の開発プラスそれの運

搬手段である弾道ミサイル、これはちゃん

と効果が発揮しているでしょう。政治的な

武器としても。あるいは交渉のカードとし

てもそれなりに機能している。あるいは外

貨獲得の材料にもなっている。けっこう、

北朝鮮にとってはうまくいっているんで

す。あと、北朝鮮の国の防衛というところ

でも抑止効果、威嚇効果がある。もう一つ

の頭を絞った軍事力の整備が世界最大の特

殊部隊、これを整備しています。これは潜

入したり浸透したりする。これは同じ民族

が敵対し合っている韓国との関係を利用し

たものです。北の人は韓国の人に化けるの

はそう難しくはない。もちろん言葉遣いや

何か訓練しなければいけないですけどね。

それを使ったものです。一応データは85,0

00人から125,000人ということになってい

る。125,000人 といったら、150,000人切

っている我が陸上自衛隊に近い数が特殊部

。 。隊だということですよ えらいこっちゃー

この任務というのは全部わかっています。

ここにあるように。要人を暗殺したり拉致

する。航空機を飛行場で破壊すれば、さっ

き言ったような差はなくなる。あるいはア

メリカ軍や韓国軍も、特に非武装地帯に向

き合っている部隊を後ろからいきなり攻撃

して混乱に陥らせる。あるいは大都市で争

。 、乱状態を引き起こす 地下鉄に火を付ける

そういう話です。これがうまくいったら韓

国国内は大混乱。そこで始めて非武装地帯

の北側にいる北朝鮮の地上部隊は韓国に攻

め込むことができるようになる。だから韓

国が特殊部隊対策というのをものすごく重

視している理由というのは、そこにあるん

です。これを押さえておけば、逆に北朝鮮

の陸軍がなんぼたくさんいてもそう簡単に

は来ることはできないという話なんです。

特殊部隊というのはどんなものか。それ

は我が陸上自衛隊だって特殊部隊一生懸命

整備していますよ。それは特殊部隊の一番

ベーシックなものになるものとして、沖縄

なんかが任務区域になっているけど、陸上

自衛隊の西部方面普通科連隊なんていうの

が佐世保にいますよね。これは一生懸命訓

練をやっている。これはレンジャー部隊で

すね、元々。ただ、私も月曜日に今度講義

に行くけれども、千葉県の習志野に第一空

挺団というのがあります。落下傘部隊。こ

の部隊とは別だけども、あの駐屯地の中に

特殊作戦群、特殊な作戦の群れ、300人の

部隊がある。これは日本のデルタホースで

す。どのレベルにあるかというのは言わな

、 。 、いけれども そうとうレベルが高い ただ

まだ300人ですからね。どういう訓練をや

っているかといったら、もうマスコミに出

たら大変な話ですよ 「いや、そんな人命。

軽視の訓練やるんですか」という話ですよ

ね。でも、そこでそのくらいの訓練をやっ

ておかなかったら特殊部隊の隊員は死ぬ

し、人質は死ぬし、国民が死ぬ話だから、

命がけの訓練をやっています。でもそうい

、 。うものを日本も整備始めたけど 数が違う

ただ、特殊部隊というのはどういうものか

という説明は、アメリカ陸軍のグリーンベ
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レーに関する資料をもらった事があるんで

す。これに書いてあったことでイメージす

ればいいですね。

グリーンベレーというのはベトナム戦争

の当時、ジョン・ウエーンが主演の映画が

あったじゃないですか、あれですよ。そこ

のトリイステーションにも300人ほどいま

す。あそこで見ているとわかるでしょう。

あのランボーみたいなタイプの人はいない

よね。みんなスリムで知的な顔をしていま

す。でも、アメリカ陸軍の説明資料、非常

に印象深かったのは 「１人のグリーンベ、

レーは50人の兵士に匹敵する」と書いてあ

。 。 、る それくらいの値打ちがあるの だって

グリーンベレーの隊員、普通の隊員は指揮

官以外は下士官ですよ、総長とか場合によ

っては軍曹ですよ。だからそんな偉くはな

いの、組織の中で。でも、プロフェッショ

ナル。しかも頭の中が勝負 「グリーンベ。

レーは最低２カ国語の外国語ができなけれ

ばいけない」と書いてある。だからトリイ

ステーションにいる連中は、おそらく日本

語、中国語、朝鮮語のうち二つできるんで

しょうね。

ついでながら、ロシアの特殊部隊のアル

ファというのがある。これは３カ国語必須

ですからね。特殊部隊というのは単なる乱

暴者の集団ではないですよ。頭の中が勝負

なんですよ。もちろん射撃もうまいし、格

闘技もすごいけれども、こっちが勝負。例

えばグリーンベレーにしたって、旧ソ連が

開発した小型の武器がありますね、カラシ

二コフから始まって、ああいったものほと

んど全部を使えなければいけない。数字に

よって83種類なんて書いているのもあった

けれども、分解、結合、修理、もちろんそ

れを操作できなければいけない。あるいは

心理作戦とか何かの訓練も受けている。あ

るいは簡単な外科手術の能力がある。ある

いはグリーンベレーのＡチーム10人は650

人の現地の軍隊、例えばベトナムだったら

ベトナムの軍隊を教育訓練する能力があ

る。そんなことは、全部わかる。これはや

っぱり大変なもんです。普通の軍人に比べ

たら。そういったもの。

北朝鮮の特殊部隊が、そういうレベルに

あるかどうかはわからないけれども、それ

なりのレベルですよ。それをやっぱり85,0

00人から125,000人も整備しているという

のは、日本としても注意しておかなければ

だめ。国民保護計画で最も留意すべき対象

かもしれない。そこのところはきちんと押

さえておくことが必要だと思います。

そういう中で （次、お願いします ）、 。

北朝鮮については、これは中国の場合も同

じなんですが、しかしだからといってどう

いうふうに安全な状態にしていくかという

ことをちゃんと僕らは知っておかなければ

いけない。ここで言いますと、二つのシス

テムを僕らは税金で維持しています。これ

をちゃんと機能させなければダメなんで

す。自分たちの税金の使い道を知らずにワ

ーワー騒いでいるなんていうのは最悪です

よ。この二つのシステム 「車の両輪」と、

書いていますが、ちゃんとバランスよくそ

れを機能させて始めて車が走るわけですか

ら、それをちゃんと意識しましょうという

ことです。一つは政治的システム、これは

アメリカとの同盟関係です。日米安保、そ

してもう１個が軍事的システム、これがミ
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サイル防衛などに代表される軍事力の整備

そのものです。これをきちっとやっていく

中で北朝鮮についても安全な状態にしてい

くことが可能になるということです。

軍事的システムについては、まず、ミサ

イル防衛が弾道ミサイルに関しては一つ話

題になっています。これについても、実は

米国の考え方でいうと、４枚帽子を被る、

あるいは４枚笠を被るという格好で弾道ミ

サイルを防ごうとしています。そのうちの

２枚を日本は導入しようとしている。ここ

にあるように海上配備型の迎撃ミサイルＳ

ＭＤ、これは日本も海上自衛隊のイージス

艦と呼ばれる護衛艦に乗せることになって

います。アメリカのイージス艦も今のとこ

ろ３隻がこのＳＭ３という弾道ミサイル迎

撃用のミサイルを積んでいます。これはと

にかくかなり高い所を飛んでいる状態で狙

う。中間段階。それで間に合わないものに

対してアメリカの場合はアラスカとカリフ

ォルニア州に今18発射装置を持っています

が、地上発射型のミサイルでやはりカバー

しようとしています。実際の実験では230

㎞とか、そのくらい離れた所でぶつける事

に成功している。それでうち漏らしたやつ

をアメリカはやはり同じ地上配備型のもの

、 、 。で これはＴＨＡＡＤ サードといいます

これは150㎞以内。40㎞から1450㎞のあた

りで撃つということになる。この今言った

地上配備型の二つのものは日本は導入しま

せん。今のところ。日本がもう１個導入す

るのは地上配備型のパトリオットのＰＡＣ

３というやつ、これです。これは15㎞くら

いしか距離がないからダメじゃないかとか

いろいろ話があるけれども、これは日本的

な議論であります。これは来年の３月末か

ら航空自衛隊にも導入されますが、それよ

り早く我が沖縄の嘉手納基地にアメリカが

持ち込んできた。アメリカは、嘉手納は空

軍基地だけど、パトリオットを持っている

。 。 、のは陸軍ですからね これが来た いやー

あんなもの持ってきたって、嘉手納基地し

か守れないんじゃないか。我が沖縄の住民

はどうなるんだとかいう話です。これはち

ゃんと整理しておかなければいけない。ア

メリカは基本的には弾道ミサイル防衛では

北朝鮮は全然意識してない。中国の弾道ミ

サイルに対して一定の能力を持つことによ

って中国を望ましい着地点に押し込んでい

。 。く そのような軍事力の使い方をしている

その中の一つなんです。だから、こっちか

らやっていくんですよ。それで、例えば15

㎞くらいしか守れないといいます。もちろ

ん周りの距離も短いですね。何だ、那覇の

街ははずれるじゃないかとか、そういうの

は心配ご無用です。一つの笠はそのくらい

だとします。でも、一つの発射装置では４

発入っていたりいろいろあるんですが、そ

れだけです。でも、あれは移動できるし、

それだけの数を持っているわけです。二つ

並べれば倍になる。また１個広げる、また

１個広げる、ずっと笠を広げていくという

格好で使うということが一つあります。

弾道ミサイル一発でも落ちたら、北朝鮮

は別の理由で潰れるんですが、仮に向こう

が何発も撃つ場合があったとしても、人間

の被害がない所に落ちる分はしゃーないだ

ろう。ただ、人間が被害を受けるところは

きちっと守りきろうということで考えれば

いいでしょうね。そういうこととして考え
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ていただきたい。

ただ、船から発射するＳＭ３というミサ

イルにしても、例えば日本と北朝鮮が一触

即発の状態になっている。そこで撃つなと

いっているのに発射したら、日本海にいる

イージス艦から一番撃破しやすい、ミサイ

ルが発射されてゆっくり上がっていくとい

う段階。40秒かかって１万メートルくらい

しか上がらないですからね。それからどん

どん早くなっていくんだけど、その段階で

。 、撃てるんです ところが一触即発じゃない

この間みたいな状態ですよ。別にアメリカ

の方を向いて撃ったといったって、途中で

落としているしね。日本に向けて撃ったわ

。 、けじゃない どこに行くかわからないのに

、 、撃つなと言っているのに 撃ったといって

落とすわけにはいかない。これはまずでき

ないんです。

それから飽和攻撃と書いてあるでしょ

う、これが問題なんです。こっちが持って

いる撃破用のミサイルが、例えばアメリカ

のイージス艦は一隻４発しか積んでないと

いう言い方がある、あるいは２発だという

言い方もある。高いのよ、このＳＭ３とい

うのは。すごく高い。だからそう数は増や

せない。その数をわかっていて、その数以

上向こうが撃ってきたらこっちは対応でき

ない。それが飽和攻撃です。どんなボロな

ミサイルでも、こっちが100発しか守りな

いのに500発撃たれたら、400発は来るわけ

ですから。だからどんなものでも限界があ

るということなんです。だから軍事的シス

テムの限界なんです。これは。だから同時

に政治的システムを機能させないとダメな

んです。日米同盟は。相手に軍事的冒険を

させないシステムというのはこれなんです

。 。よ これをわかってないからおたおたする

例えば、アメリカは北朝鮮が１発でもミ

サイルを撃てば日米同盟によって、あるい

は米韓同盟によって反撃をすることになり

ます。しかも国連軍としての米軍としても

反撃をすることはできる。その米軍に対し

てロシアも中国も本当にノーとは言えない

んです。北朝鮮が１発でも撃つと、アメリ

カはそういう行動に出ます。その場合、韓

国軍も一気に北朝鮮に攻め込むから、シナ

リオはいろいろあるけれども、一番北朝鮮

が心配している一番短いシナリオでいう

と、３日で北朝鮮の政権は倒れます。その

時は潰さないでいこうと思った北朝鮮だけ

ど、それはその時はその時です。そうした

ら、マスコミはアメリカが苦しむのが好き

でしょう。だからベトナム化します。泥沼

化します。長期化します。そんなシナリオ

もあります。

ただ、最短のシナリオは３日です。北朝

鮮にとってはそれが一番嫌なんです。だか

ら一発でも撃つと、こういう話になり得る

ということなんです。

例えば、我々の税金で維持されているア

メリカの軍事力、特にミサイルだからミサ

イルの話をしましょう。ノドンが1,300㎞

飛ぶやつが日本を200発も狙っているとい

う、でも神奈川県の横須賀を母港にしてい

るアメリカ海軍の軍艦11隻おりますけど

ね、そのうち、航空母艦を守っている船の

中の７隻の巡洋艦と駆逐艦は、これ、全部

イージス艦ですが、地上攻撃能力を持って

います。標準装備しているトマホーク巡航

ミサイルだけで200発以上です。これは射
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程距離1,300㎞。横須賀に居ながらにして

北朝鮮全域を射程圏内に納めている。これ

はピンポイントです。ジェットエンジンだ

からスピードは遅いけどね。もちろんこれ

はアメリカが北朝鮮に対して使うことので

きる軍事力のごく一部です。そのこと。こ

れ、さっき言った木を見て森を水の話じゃ

ないけど、森を見るとこういう光景が広が

っている。それを北朝鮮側にもちゃんとわ

かってもらって、軍事的冒険をしなければ

君の国は潰れないんだよということで持っ

ていかないとダメなんです。

アメリカは先制攻撃は基本的にはできな

いんです。それは同時多発テロの後、テロ

支援国家やテロ国家に対しては先制攻撃が

できるとするブッシュ・ドクトリンにも打

ち出したけれども、北朝鮮に対しては別な

んです。というのは、国連軍としての帽子

を被っているから。だから先制攻撃しよう

とすると、北朝鮮は国連の安保理に駆け込

む、そうなるとロシアと中国が必ず反対す

る。アメリカはそう簡単に先制攻撃ができ

ない。94年の核の危機があったでしょう。

あの時だってマスコミはアメリカを先制攻

撃しようとしていたというけど、実は違う

んです。厳密に言うと、先制攻撃できない

から軍事力いっぱい集めてきて、その圧力

で向こうを譲歩させようとした。いっぱい

集めてくれば場合によっては第一戦部隊で

相手を挑発して手を出させればいくらでも

反撃という名目で先制攻撃と同じ効果を引

き出すことができる。そういうシナリオだ

ったんです。

こういったことをちゃんと押さえなが

ら 「君のところが変な事しなければアメ、

リカもそう簡単に潰しに出られないんだか

らね、わかっているか」と言うと「わかっ

てます」と、大阪弁で答えたりするやつが

いるんですけどね。とにかくこういったこ

とを僕らは自分たちの税金で維持している

という事を思い起こさなければいけないと

思います （次、お願いします ）。 。

我々の税金で維持されている在日米軍基

地の位置づけ、在日米軍基地が支えている

米軍の行動範囲は、この網で囲った地球の

半分です。ロシアとかあんな所まで入って

いるように書いちゃっているけど、この沿

岸部だと思ってください。インド洋の全て

と太平洋の３分の２の沿岸部、これは喜望

峰東経17度からハワイの西経160度まで、

日本が支えているんですよ。そして「不安

定の孤」と書いてあるでしょう、グリーン

で。あそこがいわゆるテロの温床になって

いる。民族対立、宗教対立であるとか、そ

ういうところとしてアメリカが見ているん

だけど、そこで行動するアメリカ軍も基本

的には日本列島が支える格好になってい

る。戦略的根拠地といいます。パワープロ

ジェクションプラットホームといいます。

これは皆さん方の税金で維持しているんで

すよ。沖縄県民全員が負担しているんだか

ら。無関係だなんていう顔をしていては困

るわけです （次、お願いします ）。 。

整理しておきますと、アメリカの戦略に

おける在日米軍基地、日米同盟の位置づけ

というのは、他にはない唯一無二の戦略的

根拠地である。アメリカ本土と同じ位置づ

けだと。アメリカはソ連という国に対して

も中国に対しても北朝鮮に対しても、日本

に対する攻撃はアメリカ本土に対する攻撃
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とみなすといってきたでしょう。あれ、口

先だけじゃないんですよ。最近、秘密扱い

が解除されたアメリカの外交文書があるん

だけれども、アメリカは日本が攻撃を受け

た場合、核兵器で攻撃をする。そう沖縄の

新聞にちゃんと報道していたじゃないです

か。そういう計画をずっと持ってきたと。

それは日本人が好きだとか、嫌いだとかと

か、日本という国がどうのこうのという話

じゃないの。日本列島という戦略的根拠地

がないとアメリカは世界のリーダーでいら

れないくらいダメージを被るからです。そ

このところの価値、自分の価値を僕らはわ

かってないとダメなんです。

何で日本なのか。それはわかりますよ。

さっき言った地球の半分の範囲で行動する

米軍というのは、場合によってはすごい巨

大な規模になりますよね、必要とあれば。

しかも世界の最先端を行くハイテクの武器

で固めている。これを支えられる国という

のは３条件必要なんです。アメリカと同じ

レベルの工業力、工業の力、それから技術

、 、 、 、の力 技術力 それからお金の力 資金力

他に日本と同じような能力を持った国がど

こにあるんだ。ありません。

あと、地政学的な条件もありますよ。海

に囲まれた日本。しかも日本には反米運動

なんかないじゃないですか。他の国に行け

ば多少なりともあります。そういう所に根

拠地をおけるメリットというのは計り知れ

ない。だからアメリカは一貫して日本が安

保を切ることを怖がっているんですよ。日

本人は調べもせずにアメリカに守ってもら

っているんだから、アメリカに文句を行っ

たら安保を切られるなんて、外務省の連中

、 、まで言うけどね 何が根拠なのかと聞くと

エーッと、エーッと言って答えられないん

だよね。

84年に私は調査しました。始めて沖縄に

来たのがその時です。嘉手納基地も全部見

ました。あの時、琉球新報の高嶺さんとい

う方が、自分が取材をして、いろんな企画

ものを書いてこられた、立派なものです。

それをコピーとってくださって、全部これ

見てから行けと、私はハーバービューホテ

ルで朝までそれを読んでから取材に行った

からね。実にスムーズにいきましたよ。で

も、本当にあの時の沖縄の新聞の調査、こ

れは高嶺さんが特にやっておられたのかも

しれないけれども、よくやっているなと思

いました。でもね、その時私は全部調査を

終わって、結論を言うと、日本人の認識と

は逆だ。アメリカは日本なしには世界のリ

。 。ーダーでいられない という結論に至った

ところが防衛庁、外務省は１回も調査した

ことがなかったわけよ。在日米軍基地につ

いて。日本が安保を切っちゃうと戦略的根

拠地として機能できる国は他にない。アメ

リカはこの地球の半分の範囲で行動する米

、 。軍 これを支える能力の80％を失っちゃう

そうなってしまったらアメリカの言うこと

をロシアも中国も聞かなくなるんです。ア

メリカはリーダーの座から滑り落ちるんで

す。そこのところを僕らはちゃんとわかっ

ておかなければいけないという事なんです

ね。

とにかく、米軍再編の問題についても、

日本の重要性は、これまでよりも増してい

ると言っていいくらいであります。その中

で我々は、日本にとって、特に住民に負担
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がこれ以上増えないように、どうやってそ

れをうまくコントロールしていくかという

ことを問われております。

でもね、ついでながら申し上げますと、

日本の国内問題に過ぎないのをアメリカと

の交渉次第で何とかなる問題だと錯覚した

報道も多いですね。アメリカとの交渉次第

で、例えば日本が分担する金の割合が変わ

るというのは、海兵隊のグアム移転の費用

くらいですよ。普天間基地の移設に掛かる

お金、岩国基地の沖合拡張に掛かるお金、

これは巨額なものでしょう。しかし、これ

は日米地位協定がある限り、日本側が全額

負担すると言っている話じゃないですか。

その金額は我々が決めたんです。日本国民

が。それが多いというんだったらやりくり

せえという話ですよ。だんだん柄が悪くな

ってくるんですけどね。腹が立つんです。

「やりくりできない主婦みたい」と言った

、 。ら うちの女房にジロッと見られたけどね

そういう政府じゃ困るんです。それで合わ

せて３兆円になるとかとかローレスに言わ

れたら、またぶっ飛んで「言わないでくだ

さい」と頼みに行ってね。無様ですよ、だ

から去年の10月18日に普天間の件でローレ

スが来て、外務大臣、粉砕されている、防

衛庁長官粉砕されているという話で、もう

たまりかねて、総理官邸の５階に連絡した

んですよ。５階というのは総理大臣執務室

がある所 「私が代わりましょうか？」と。

言ったんです そうしたら飯島秘書官が 考。 「

えさせてください 、まだ考えています。」

だって、だらしないんだもん。ローレスが

怒ったら困ると外務省はウロウロしている

のね。ローレスは怒りますよ、担当者だか

ら、日本にノーと言われたら。それはラム

ズフェルドに怒鳴られるから。でもアメリ

カは怒らない。日本ほど重要な同盟国はな

い。日本がアメリカの軍事的能力を低下さ

せない限りは、何でも言うことを効くと思

っていいくらいで、それを言えなかったら

醜態だということを言った。だって、日米

がどういう交渉しているか、対等に交渉で

きているかどうかは北朝鮮見ている、中国

見ている、韓国見ている、そっちに悪影響

が出ますよという話。同じような事を助言

した人がいっぱいいるんだと思いますね。

小泉さんは、あの人は見かけよりアメリ

カのポリシーは全然ないんですよ。あの時

は外務省がアメリカを怒らせないでくださ

いと言っているのに、そんなもの、振り向

きもしない。そして、防衛庁の守屋事務次

官に対して 「譲るな」と一言。総理大臣、

執務室の会話を僕なりに勝手に想像する

と、アメリカにはこれだけやってあげてい

るんだから、このくらいの話は聞いてくれ

るよなという話がけっこうあるんです。小

泉さんくらいですよ、日米首脳会談でアメ

リカの大統領に「単独行動はいけません。

国際協調でいかなければいけない」と説教

たれたのは。イラク戦争の前に小泉さんは

ブッシュに、とにかくあなたの政府の行動

というのは、お友達を失っていますよとい

うことはかなり言った。アメリカは横綱な

んだから、相手が仕掛けてきて始めてそれ

をいなすことができなければダメだと。自

分から突っかけたら横綱の沽券に関わりま

すといって、小泉さんは何をやったかとい

うと、ブッシュの前で角力の四股を踏んで

みせたんですよ。ちょっと貧弱だけどね、
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細くて。そうしたらブッシュが、またそれ

が気に入っちゃって 「純」とか入って抱、

きつかれて、という感じです。

別に表面の見えるところでアメリカと仲

良くするのは当たり前じゃないですか。角

突き合わせる話じゃない、同盟国なんだか

ら。それをどれくらい利用できるかです。

それを、ポチというのは新聞記者は全然取

材不足と思います。別に小泉さんにはソバ

一杯おごってもらったことないですから

ね、念のために言っておきますけどね。で

も、本当にこういったことをきちっと僕ら

は知っているだろうかというところであり

。（ 。ます 次からスライドを数枚いきますが

次、お願いいたします ）。

これは在日米軍に関する公表されている

データ、何人くらいいるか。こんなものは

変わるんですね （次、お願いします ）。 。

日本に母港を置いているアメリカの軍

艦、横須賀11隻、佐世保７隻、アメリカが

母港を置かしてくれといって、イギリスも

イタリアも断る、日本は受け入れた。それ

は属国だという見方もあるし、いや、それ

くらい懐に飛び込んで、日米同盟を利用し

ようとしているんだという見方もありま

す。さてどっちでしょうか （次、お願い。

します ）。

同時に、目に見える軍事力だけじゃなく

て、軍隊というのは飯も食えばウンコもす

る。燃料も弾薬も必要だ。ロジスティック

ス、補給・兵站の能力が必要であります。

日本の場合、燃料と弾薬については巨大な

ものがあります。もちろん情報、インテリ

ジェンスの能力も大きなものがある。この

楚辺にも「象のオリ」があったけどね。青

森県の三沢にはもっと大きいやつがありま

す。これは情報です。

あと、燃料については、一部返還が始ま

っているけど、国防総省で２番目と３番目

の規模のやつを置いているのよ。だから湾

岸戦争の時、どんどんオイルタンカーで持

っていったわけ。弾薬庫だって、嘉手納の

知花弾薬庫なんていうのはけっこう重要な

んですよ。でも、アメリカ陸軍が広島県内

に置いている３つの弾薬庫の弾薬貯蔵能力

119,000トン、我が陸海空の自衛隊が全部

持っているやつより規模でかいのよ。こん

なもの置いているから、持っていって。ち

なみに当時、外務省が勝手に「フィリピン

のスービックの海軍基地は、世界最大の米

軍基地で、アメリカがフィリピンから撤退

することはない」と、北米一課長が言った

んだから。その後、沖縄担当の補佐官か何

かをやっていたけど。だから解決しないの

よ。スービックにあった燃料の貯蔵能力は

佐世保の半分以下ですよ。240万バレル。

電話すればわかるのに、調べてないんだか

ら。日本の役所は、優れた能力もいっぱい

あるけれども、いかに軍事面がダメかとい

う話です （次、お願いします ）。 。

金の話も、在日米軍に関するお金は年間

約6,000億円。皆さんが負担している。在

日米軍経費と言います。マスコミに出てく

るものはこのうちの2,400億円弱、いわゆ

る「思いやり予算 。これだけ負担してい」

て、沖縄県の年間のお金、国から来るもの

も含めてこんなもんでしょう。結構な金で

すよ。

アメリカは、わりと情報公開の国でフェ

アーだから、この日本にいる米軍に掛かる
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お金の７割は日本が負担していると、ちゃ

んと報告書に書いていますよ。日本はそん

なもの書いてないじゃないですか。やっぱ

りそのへんはちゃんと事実とデータで押さ

えてやらなければいけない。

私が外国特派員クラブでスピーチをした

のは、アメリカのＣスパーンという議会の

生中継をするテレビで、アメリカ国内で十

数回流されたけれども、これはもう24時間

流しますからね。でもそれを見たアメリカ

人、なぜ日本政府は、このような言い方が

できないんだと言ってきまして。外交でき

るわけないじゃないですか （次、お願い。

します ）。

そこで、時間がだんだんなくなってきた

ので、最近の話題になっているお話にさら

っと触れていきます。敵基地攻撃能力を持

たなければいけない。額賀防衛庁長官が言

っちゃったり、麻生外務大臣が悪乗りした

り。これに対しては、私は先月11日、サミ

ットに出発する２時間前、小泉総理にメモ

を渡してくれといって、飯島秘書官にメモ

。 、を送った そして同じメモの内容について

12日の昼、安倍官房長官とお昼ご飯を食べ

ながら説明をしました。整理をしないとみ

っともない議論ですよということなんで

す。適地攻撃能力と書いています。日本の

政府の言葉は敵基地攻撃能力、あれは昭和

31年の言葉だからね。弾道ミサイルの発射

装置というのは全部移動するんですよ。だ

から敵基地だけ攻撃してもダメなんです。

だから適地になるわけです。

ただ、これは、まず反撃をする場合、あ

るいは第一撃を防ぐためにやむを得ずやる

場合であっても、日本としては戦争を始め

るわけですから、どうやって終わらせるか

というシナリオがなければいけない。その

ための能力を持っていなかったら、こんな

議論をしたらダメなんです。その能力とは

何か。それは日本が、例えばこれからいい

ますが、手段は限られるんですよ。ぴしゃ

っと叩いちゃう、北朝鮮を。その場合、向

こうも反撃してきます。弾道ミサイルも撃

ってくるだろうし、特殊部隊が那覇の街で

火を付けるかもしれない。そういったこと

をやらせない。やらせないで封じ込めてい

くためには、場合によっては北朝鮮に50万

人、100万人の陸軍の部隊を上陸させて占

領しちゃう。それくらいの軍事力を持って

なければダメなんです。

それはない。そこのところをちゃんとし

ないでいて、いやー、巡航ミサイルで撃て

、 。るんじゃないか 空爆できるんじゃないか

弾道ミサイルは秒速３㎞で落ちてくる。巡

航ミサイルは時速700㎞です。どぎゃんす

っとね、という話です。潜水艦に乗せて、

巡航ミサイルを北朝鮮領海ぎりぎりで発射

したって、海岸部まで６分か７分掛かる。

あるいは内陸部までは10分以上掛かる。弾

道ミサイルは７分くらいでここに落ちてく

るんですよ。戦闘爆撃機が飛んでいったっ

て同じです。弾道ミサイルの第一撃に対し

てかろうじて相打ちに持ち込めるかどうか

というのは、こっちも弾道ミサイル持つ場

合だけです。でもね、弾道ミサイルを持っ

たって、例えば少なくともノドンミサイル

200基、200の発射装置を同時に攻撃する能

力がなければダメだ。その場合には巡航ミ

サイルを使う場合、戦闘爆撃機を使う場合

、 、にも同じなんですが どこに隠れているか
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今どこにいるかというのを掴んでおくため

に特殊部隊を1,000人近く潜入させなけれ

ばダメなんです。北朝鮮に見つからずに場

所をきちっと抑えて、伝えてくれないと、

攻撃できないのよ。闇雲に撃ったってしゃ

ーないんです。どうする。

あるいは、戦闘爆撃機で行く、空中空輸

機が来年１機入ってくるからやるって、バ

、 。カな事を言うやつがいたけどね テレビで

オペレーションのリサーチをやりました。

大体10カ所くらいの地域に同時に攻撃でき

なければダメなんです。もちろんこれはス

ピードの問題ではなくて、本当にやる場合

ね。空爆する場合。１カ所あたり45機から

60機いるんですよ。これは電子線のための

飛行機ね。相手のレーダーや何か完全に使

えなくするためのやつが４機、１カ所あた

り。あるいは制空戦闘機、嘉手納のＦ-15

みたいなやつね。上空を守って航空優性、

制空権を取るやつ。それに守られて敵を攻

撃するための戦闘爆撃機、これはＦ-15Ｅ

ストライクイーグルといったようなものが

いいですね。その中にはワイルド・ウィー

ゼルといって、敵のレーダーの電波が出て

くるのを、それに乗って逆に敵の対空ミサ

イルなんかを潰しちゃうミサイルがあるわ

けです。それを撃つタイプのやつね。そん

なものがなければだめだ。この１カ所あた

り空中給油機、ガソリンスタンドね、これ

は４機いなきゃダメだ。これを指揮するた

めの司令塔ＡＷＡＣＳが１機付いてなけれ

ばダメだ、そういう話です。それを10カ所

以上同時に投入しなければいけない。450

機から600機、場合によっては1,000機投入

できなければいけない。これをやるために

は2,000機くらいの飛行機が必要なんです

よ。そういう事もわからずに、１機持ちゃ

ーいけると思っているんだったら、さっき

の亀井静香と同じレベルです。どうしよう

もないよ、ほんと。

とにかく、そういったことをやるために

はどうなのか、どういう問題があるのかと

いうのを押さえなければいけない。簡単に

言いますと、日本の軍事力というのは自立

できない構造なんです。防衛費4兆8,000億

円の内45％ほどが人件費ですが、それはい

いんですが、全体の30％から35％しか軍事

力の整備には使えない。それは、海上自衛

隊の潜水艦に対する能力を高めるためにか

なり使われる。航空自衛隊の防空能力を高

めるためにかなり使われる。他はお金が回

らないんです。アメリカが日本に求めたの

はこの二つの能力を高く持つこと。あとは

うちがやりますからねという話。日本が自

立できる構造の軍事力を持つと危なくてし

ようがないと思っているからです。これは

アメリカの立場から見れば当たり前。

西ドイツが再軍備するときも同じです。

ドイツと日本の軍事力は自立できない。戦

力投射能力、外国を壊滅させられる能力が

ないんです。その現実を押さえながら、北

朝鮮、やっぱりいてもらわなければいけな

いなと思うんだったら、どれくらいコスト

がかかるのか、リスクが降りかかってくる

のかというのはちゃんと押さえて国民がや

るかどうかなんです。日本が自立できる軍

事力を持とうとするとアメリカは嫌がる。

日米同盟は当然なしになります。その場合

に今と同じレベルで軍事力を維持しようと

、 、すると 自衛隊員の規模は120万人くらい
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今の５倍くらい。今と同じ国家公務員特別

職としての給料を出そうとすると、人件費

だけで年間13兆円。もちろん規模も大きく

なるから年間30兆円近い防衛費が必要で

す。これはかなわないからコストカットだ

と、人件費カット、これは国民皆兵です。

国民皆兵というのは、日本人はちょっと

認識不足なんですが、一般の国民の意識が

軍隊の中にあるということがシビリアンコ

ントロールとしては一番いい。軍隊が暴走

しない歯止めとして一番いいというのはド

イツの考え方、今のね。あるいは韓国も民

主化運動をやってきた人たちも、それはわ

かっている。でも、これをやったとしても

年間20兆円くらいの防衛費が必要です。結

構なコストです。それだけじゃあちょっと

肌寒いから効果的な物を持ちたい。核武装

論は必ず出ます。そうなってくると国際的

に孤立するというリスクと直面する。この

巨大なコストに耐える覚悟はあるのか。リ

スクをうまく乗り越える自信があるのか。

それと比べて4兆8,000億円の防衛費で日米

同盟をうまく機能させるのとどっちがいい

んだ、というところが実はあるんです。米

軍再編について、そういった説明をなぜ政

府がしないのかという話です。

もちろん日米同盟というのを逆手にとっ

て日本の国益に活かす事もできますよ。例

えば外国を攻める能力はないんですよとい

うことを政府が言えば、もう日本の軍事大

国化とかいう話はなくなる。僕は、中国人

民解放軍に説明するときに、自分たちが間

違っていたということをはっきり言ってい

ます。でも政府が言ってない限り、事ある

毎に言ってくるんです 日本は 政府が 日。 、 「

本は誇り高く手を縛ります。外国をたたき

つぶすような軍事力は持ちません。足りな

いところはアメリカと同盟関係でいきま

す 」と言ったら批判できなくなる。その。

中で国連のＰＫＯを始めとする平和を実現

するために軍事組織をいろんな形で使いま

すけど、そこに必要なだけ自衛隊を出せる

ようになれば、日本に対する評価と信頼が

生まれてくる。それがめぐり巡って日本の

安全につながるという話じゃないですか。

こっちの方がおそらく現実的だろうという

ことです。

そういったことも全然考えずに変な話を

するなというのが、実は国会の参考人なん

かで呼ばれたとき、私が繰り返し言ってい

る事であります （次、お願いします ）。 。

ただ、そういう中で、簡単に国民保護計

画の話をしなければいけない （次、お願。

いします ）まだ先ですね。ここですね。。

まず、国民保護計画を機能させるために

必要なのは、今、お話をしてきたようなこ

とですよ。物事を科学的に捉える訓練が必

要だと。だからやっぱり知識吸収のための

セミナーなんかはやっぱり、特に行政側は

やる、マスコミもやる、講演会もいっぱい

ある。小川をたくさん呼ぶ。私も講演料が

儲かる。それがいいですね。

、 、やっぱり 法律や制度を機能させる訓練

ＴＴＸ、あとで言いますが、テーブル・ト

ップ・エクササイズ、図上訓練などをどん

どんやるということです。

もう一つは、これは政府も、こういう認

識を持たなければいけないんですが。同じ

ように国民の命を守るために税金を使うと

言っても、基礎問題と応用問題というのが
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あるんです。消防の能力を高めて、災害の

時にちゃんとした国民の命を守れる機能を

果たしてもらおう、なんてことは誰も反対

しないテーマです。やりやすい。これは基

礎問題。

自衛隊をちゃんと維持をして、国の防衛

をしようと、どんな大事なテーマだと言っ

ても賛成、反対分かれる。賛成派だけでも

議論を百出する。これをまとめるのは大変

だ。国内がまとまったと言っても、外国が

何か言う。これは国を守るには充分な能力

だけど、外国に言いがかりを付けないレベ

ルに健全かつ適正に維持していくというの

、 。は 国民を挙げての知識や能力は必要です

応用問題。応用問題をちゃんと健全にでき

るためには基礎問題ができなければいけな

い。日本国民はたまたま慣れてないからや

ってない。必要じゃなかったからやってな

いところはあるけれども、基礎問題をやろ

うというと、あっという間にできます。基

礎問題ができるようになった日本国民であ

れば応用問題はちゃんとできるようになり

ます。その期待を持って、僕は消防庁や何

かの仕事にも関わらせていただいているん

です。

だから、この国民保護計画については、

本当は武力攻撃事態前に出すなと言ったん

ですよ、政府には。まず基礎問題をできる

ようになろう。だから消防庁を中心にしよ

うといって引っ張ったのは、これは私です

よ。警察庁をこっちに引っ張りたいとか、

防衛庁もウロウロしていたけどね。消防の

任務には国民から疑われるものは何一つな

いんです。それは、警察や自衛隊の人も一

生懸命やっているけど、やっぱりそれに対

して反対とか、疑いを持つ立場の人もいっ

ぱいいます。消防の任務についてはないん

です。この基礎問題をやりきれば、応用問

題はそうとうカバーできる。消防を中心に

やるというのがオーソドックスだろう。そ

ういうことで国民保護計画については考え

てきたわけ。

応用問題についてきちんとやるというこ

とが、本当は国民保護計画を機能させる第

一歩だと思っているんです （次、お願い。

します ）。

、 、これが最後になりますが そういう中で

定期的に行うべき演習、そういったものが

やっぱりある。システムの完成度を上げて

いくということですね、この国民保護につ

いての。これは３つくらいあるということ

でご理解ください。ＴＴＸ、図上演習、こ

れは関係部署のみ年回４回くらい。これは

自衛隊でいうとＭＭというんですよ。ＳＭ

じゃないですよ、ＭＭ、マップ・マヌーバ

ー、図上演習ですね、地図を元にやる。そ

れから、それを受けて年に２回程度やるん

ですが、ＣＰＸ指揮所演習、コマンド・ポ

スト・エクササイズ。軍隊でいうと司令部

にあたる部分にいる人ばかりが出てくる。

後はそれをサポートする人だけです。これ

は規模は、その組織に応じてやればいい。

やればやるほど問題点は出ますから、それ

を克服できるように変えていく。日米共同

のＣＰＸなんていうと3,000人規模とか5,0

。 、00人規模でやっていますけどね 数人規模

数十人規模だってありうる。それを受けて

ＦＴＸ実働演習をやる。それは関係者全部

やる。

沖縄でいいますと、災害で考えなければ
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いけないのは、津波なんかの問題があるで

しょう。津波の避難計画がちゃんと機能す

るか、県民全員が参加するというのが年に

１回あると、ちゃんと機能する計画にすぐ

変えていきます。そういったことをきちん

とやる中で、ようやく我々は国民保護計画

を機能させることができるんだということ

なんです。

とにかく基礎問題から入り応用問題に入

っていく。物事を科学的に捉える。木を見

て森を見ずにならない。そして我々が税金

で維持している政治的システムとしての日

米同盟などを北朝鮮などの脅威に対しては

きちんと機能して、弾道ミサイルにしても

発射させないようにする。そして国内にお

いては、そういった法律や制度、システム

は機能するかどうか、それをこういう演習

によってチェックをし、完成度を上げてい

く。それをやっぱり休むことなく着実にや

っていく中で我々の本当の安全、本当の平

和というものが実現できるんだということ

なんです。

私は、自分の母校である同志社大学の神

学部に呼ばれたときに、チャペルで牧師相

手に講演したことがある。89年に 「平和。

を実現する祈り」という演題でしたが、最

初に言ったのは、牧師さんたちに 「お祈、

りで戦争がなくなったんですか」と聞いた

んです。ここにある茨の冠が落ちて来るの

ではないかと思いましてね 「罰当たり」、

とかいって。やっぱり戦争をなくそう、平

和を実現しようと思ったら、その思いを本

当の力に変えていく営みが必要なんです。

念仏を称えているだけではだめだ。アーメ

ンと言っているだけではだめなんです。そ

このところをちゃんとやるということが問

われている。

日本の民主主義というのは、納税者が自

分たちの税金の使い道をちゃんと押さえ

て、それを機能するように政治を通じて働

きかけて始めてまともになるということで

すね。そのへんをまず沖縄から実現してい

ただきたい。そのお願いをいたしまして、

私の話を終えたいと思います。どうも乱暴

雑駁なお話を、最後までご清聴ありがとう

ございました。
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質疑応答

○ 司会

小川さん、ありがとうございました。

大変、時折ユーモアも交えながらの分か

りやすい講演をしていただいて、どうもあ

りがとうございました。私はテレビの朝の

情報番組などでも小川さんは何度か拝見さ

せていただいていて、その時とそのままの

とてもやさしい口調というか、分かりやす

い、そしてずいぶん力強いという感じの講

演でございまして、本当に大変勉強になり

ましたけれども、せっかくの機会でござい

ますので、やはりこういった機会はないで

すし、冒頭の方にもお話をさせていただき

ましたが、本日は皆様と共に国民保護につ

いて考えていきたいというフォーラムとな

っておりますので、ここで少しのお時間で

ございますが、かなりお時間が終わりの方

に近づいておりますが、せっかくですので

少し質疑応答のお時間とさせていただきた

いと思います。ぜひ皆様、この機会にご質

問をぜひしたいという方がいらっしゃいま

したら、まとめていていただいて、ステー

ジの方の準備をさせていただいております

ので、まとめていていただきたいなと思う

んですけれども。私、個人的には今の中で

一つンッ？！ というか、新鮮に思ったの

が、アメリカが、日本が日米同盟を解消す

るのをちょっと恐れてきたんだということ

が一つあったので、アメリカが、日本が日

米同盟から離れてしまう、解消される恐れ

って、どんなものが、そこまで日本って偉

大な国だったかななんて思ったりしてね。

あんなすごい偉大な軍事力を持って、お金

も持っていてという国から、日本はそんな

に重要なパートナーなのかなという、改め

てちょっと新鮮な感じがしたんですけれど

もね。そういった面とか、ちょっと伺った

りしたいなと思うんですが。

他にも基調講演の議題でもかまいません

、 、し 今の小川さんの話でもかまいませんし

皆さんに今まで聞かれた中での質問、もし

くは今まで聞かれた中でなくても、国民保

護に関して質問等がありましたら受けたい

と思います。

それでは、ここで進行を小川さんにお願

いしたいと思います。小川さん、お願いい

たします。

○ 小川和久

すみません、押しちゃって。後10分くら

いで済ませといわれているものですから。

まず、会場からのご質問をいただく格好

がいいと思うんですね。これは今日の政府

の再度、それから沖縄県の再度、あるいは

私の乱暴な話に対するものでもけっこうで

。 。 。ございます 聞かないと損ですよ どうぞ

今、マイクが行きます。

○ フロアーからの声（金城）

ありがとうございます。ＮＰＯ団体の事

務局長をしております金城と申します。よ

ろしくお願いいたすます。

２点ほどお聞きしたいことがございま

す。まず、ミサイルの効果ということにつ

いてです。先ほど小川先生のお話の中でち

らっと出てきた話で、ビルが半分くらい崩

れる程度の威力であるというお話をなさっ

ていました。だったら今言われているミサ

イル対策として屋内退避を国民に求めるん

だと。警報が発令されたら屋内退避をする
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んだという部分が出てくるわけなんですけ

れども、本当にこのミサイルの威力の程度

というのは、そういうものでというふうに

考えてよいものなんでしょうか。

○ 小川和久

どうもありがとうございます。どうぞお

座りください。

○ フロアーからの声（金城）

あともう１点ですね。それと、最近、イ

スラエルとレバノンの戦闘がある中で、輸

送路での空爆というのが主に行われます。

住民の避難ということを考えた時に、幹線

道路をやっぱり攻撃してくるということは

往々にしてあるわけでありまして、特に沖

縄という所は道路でしか輸送機関がござい

ません。ですからやっぱり狙おうと思えば

空爆という形で、航空力の攻撃によってそ

ういった輸送路を抑える。輸送路を抑える

中で住民も巻き込まれてしまうと。避難誘

導している最中のバスなどが襲われるとい

うようなことが往々にしてあるのではない

かなと思います。

戦時国際法で住民への攻撃が禁止されて

いるのにも関わらず、結局のところレバノ

ンでも民間のトラックが空爆に遭ったりと

いうような事が現に起こっているわけで、

だからそういったことに関してどういうよ

うな見識をお持ちなのかなということが２

点目でございます。以上です。

○ 小川和久

どうも重要なご質問ありがとうございま

した。

まず、２点目から言いますと、レバノン

の場合は、これはヒズボラが一般住民と見

分けのつかない格好で動いて来るという問

題があるといったようなことを押さえなけ

ればいけません。これはアフガニスタンで

もイラクでも必ずアメリカ軍の空爆に関す

る誤爆の問題があります。ただ、誤爆をや

らせるような格好に持っていって誤爆が起

きてしまったケースもある。非常に難しい

ところです。

この輸送路を叩くかどうかという問題と

レバノンの問題はちょっと違いますね。ヒ

ズボラが活動しているレバノンのある地域

に対して、シリアからの支援が行き届かな

くなって、継戦能力、闘い続ける能力がど

んどん低下していくことを目指したイスラ

エルのオペレーションだった面はあるわけ

であります。これは単に逃げまどっている

避難民に対して避難路を攻撃するといった

ような性格なものではないということで

す。基本的には。

ただ、そういった事態が起きないように

、 、外交の力を発揮させ その中に必要なだけ

例えば強制力として相手を譲歩させるため

の力として軍事力や同盟関係を位置づけて

いって、きちんとコントロールするという

のが基本でしょうね。

それから弾道ミサイルの威力なんです

が、例えば第二次大戦の時、弾道ミサイル

の最初のルーツといわれるＶ２型ロケット

を当時のドイツが作った。あれを何発撃っ

たと思います？ 4,300発、スカッドの原

形みたいなものですね。ロンドン市内だけ

で1,083発落ちました。それでイギリスは

潰れましたかという話です。だからビルの

半分が壊れるくらいだというのは、それは

本当に専門家同士の間で言ってかまわない

表現なんでしょうね。一般の市民の方と一
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緒にいるところで、こういう表現というの

はまずかったかなと思っていますよ。ビル

の半分といったって、六本木ヒルズの半分

といったら大変なものですし、避難できな

い人がいっぱいいたら何千人も亡くなるよ

うなケース。だからそういう表現は適切じ

ゃなかったと思っていますが、例えば陸上

自衛隊の特化部隊に勤務する。特化という

のは砲兵ですね。そうするとどれくらい大

砲の弾の威力があるものか、ないものかと

言うのはわかるはずです。弾道ミサイルの

通常弾頭ＴＮＴ火薬の入ったものは大きな

大砲の玉だと思えばいいんです。陸上自衛

隊で一番大きいのは203㎜の流弾砲の玉で

す。20.3㎝の直径のやつです。一番遠くま

で飛ばす形だと、30㎞先まで撃てます。92

㎏の砲弾が落ちて、破裂して4,400個くら

いの金属片を振りまく。その金属片で殺傷

する。この範囲はどのくらい、80ｍ四方で

す。それくらいしかないんです。こういう

ふうに跳ねるから。だから弾道ミサイルが

落ちてきて破裂をする。その時の威力とか

爆風等の破片によって殺傷効果が及ぶ範囲

というのは限定されるということです。だ

からとにかくそういったものが及びにくい

ところに入ってしまうというのが基本で

す。

それから、ついでながら申し上げておき

ますと、よくテレビとか雑誌とかで書いた

本もありますが、生物化学兵器を打ち込ん

でくるといいますが、生物兵器は基本的に

ない。これは、そのまま打ち込むと燃えて

しまう。意味がない。目標上空2,000ｍ、

２㎞上空で弾頭を爆発させて開く、これで

も燃えてしまうんです。これは特殊部隊な

んかは自分でばらまいたり、自分が感染し

ていろんな所へ入っていく。ここに居れば

次の日はみんな発病しているという、そっ

ちの方が効果的なんです。

それから、化学兵器も、目標上空２㎞で

弾頭は開くんですが、大部分の化学兵器は

揮発性が高いからそこで燃えます。燃えな

いで降ってくるのは、第一次大戦以降ずっ

と使われているマスタード、古いやつ。そ

れから第二次大戦以降に生まれた神経剤の

一種ＶＸ、これだけです。ＶＸは半分くら

いが降ってきます。半分は燃える。マスタ

ードは７割くらい燃えて３割くらい降って

きます。１㎞四方を汚染する。だから何で

もかんでも生物・化学兵器を弾道ミサイル

で撃ってくるという話は、ちょっと整理し

なければいけない。通常のミサイルとか砲

弾や爆弾ではありませんね。

やっぱり基本的には地下に入る。あるい

はシェルターを作っておくというのが弾道

ミサイルに対して動揺しないですむ。相手

の脅しの狙い通りにこっちが踊らされない

基本的な取り組みではないかなと思いま

す。どうも重要なご質問、ありがとうござ

いました。

自分で答えておいて、次に何かないです

かというのは変な話ですが…。

○ フロアーからの声（真栄城）

個人の立場で参加していますので会社名

は伏せておきますけど、私、真栄城と申し

ます。

質問は、米軍が、アメリカがかなりフェ

アーで、在日米軍の経費についての70％を

日本が補てんをしているんだということを

かなり明確に公表しているというふうにお
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っしゃいましたけれども、ＣＮＮとかでい

ろいろ見ていると、在日海兵隊とか在日米

軍の兵士とかにインタビューがいろいろあ

ったりして 「俺たちは日本から１銭もも、

らってないけれども、アメリカの司令官が

行けというんだったらどこにでも行くんだ

ぞ」ということで、つまり日本がアメリカ

の核のただ乗りをしているんだみたいな言

い方の議論みたいな話がよくあって、そう

いうような世論調査をして、どちらかとい

うと日本がすごく特をしていて、日本は大

して金を払ってないのに恩恵を受けている

んだというふうにアメリカの方が世論を操

作しているのではないかと、情報操作です

ね、そういうふうに見えてしようがないん

ですけれども、しかも日本政府の方もある

程度それをわかっていて、アメリカに恩義

があるんだぞというような雰囲気を匂わせ

て、その負担をちゃんと出してる。実際に

は小川さんがおっしゃるように、実は日本

は軍事的には得をしているかもしれないけ

れども、そのからくりを全部説明しないこ

とによって、うまく情報が伝わらないこと

による不幸というのがかなりあるのではな

いかと。

一つ言いたいのは、とにかくアメリカが

日本に対して在日米軍に関して日本が相当

な負担をしているということをアメリカ国

民にもあまり知られたくないような動きを

しているのではないかというふうに感じる

んですけど、どうなんでしょうか。

○ 小川和久

これは、それほど深刻に考える必要はな

いんですね。日本側が自分たちの税金につ

いてきちっと公表し、時にはアメリカに乗

り込んでアメリカの議会でちゃんと説明し

たり、アメリカのメディアに出ればいい話

です。

アメリカの軍の連中は、ほとんど無知な

んです。自衛隊員に比べると、そのへんの

知識ないよね。例えば日本の人事院の上級

職研修で、日本の東京帝国主義大学、法学

部を出た人がずらっといる中で、アメリカ

の軍人なんかも、若い大尉くらいが来ると

きがあるんですよ。わざと聞くのよね、僕

は。何も知らへんよ。ところがアメリカの

軍人が何か言うと、本当だと日本人は思っ

ちゃうのね。そういうことでずいぶんおか

しな事になっているんです。お前、何で知

。 、らないんだよというくらいですよ だから

大使館に勤務している武官の補佐官をやっ

ている女性の大尉に、韓国にいる米軍のフ

ァミリーメンバー、家族は何人だと聞いた

ら、10万人とか言うんですね。冗談言うな

よ。日本だってそんなに置いてないんだぞ

と。すぐ脱出できるように、例えば韓国に

ついてはアメリカはずっとやってきたの

は、戦場としての位置づけなんです。休戦

状態だから。基本的には単身赴任なんです

よ、あそこは。アメリカでは珍しく。もち

ろん奥さん連れていっていい、あるいは連

れていかなければいけない立場とか、共働

きもありますけどね。だからファミリーメ

ンバーは限られている。それを大使館に勤

務している27、28歳の大尉が知らない。そ

れが上級職研修に出てきているから、何で

も知っているだろうと日本側は思っちゃう

のね。そういうちぐはぐなところはありま

す。だから、こちらがちゃんと事実を抑え

て説明したら、アメリカの人はそのへんは
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、 、フランクですから あるいは素直ですから

「ああ、そうだったのか」と言いますよ。

アメリカのメディアは全然知らないね。ア

メリカの新聞やテレビ、メジャーなところ

だから知っているだろうといったら、間違

いですよ。私のところはしょっちゅうニュ

ーヨークタイムスやワシントンポストの支

局長が来るけど、人工衛星、偵察衛星と早

期警戒衛星の違いがわからないやつとか、

そんな者ばっかりなんです。

ドイツのテレビが来たら、今度は工作船

事件の時 「海上保安庁は北朝鮮の15人の、

工作員を見殺しにした」とかいうからね、

「 、 」お前な 立ち泳ぎして撃ってくるんだよ

と言ったら 「立ち泳ぎして撃つことがで、

」 、 。きるんですか と聞くわけね ドイツ人が

だから「お前、軍隊行かなかったの」と言

ったら 「行きませんでした 「俺は自衛、 」

隊行ったんだよ」立ち泳ぎしながらいくら

でも撃てます。そのレベルのやつに振り回

されているのよ、日本は。だからやっぱり

そういう議論があるというのは、我が姿な

んです。我々がちゃんとしていたらそうい

う議論はだんだん整理されます。そのへん

を考えていけばいい。嘉手納基地の前に行

って 「お前、これ知っているか」と、一、

々出てくるやつに聞いたらいいですよ。殴

られない範囲でね。

でもね、昔、僕は西銘知事の時代に、高

速道路のサービスエリアに弾が飛んでいっ

た事件や何かがあって、高速道路の方に標

的を向けてきたバカな四軍調整官がいたで

。 。しょう だからテレビに出て言ったのよね

これは日本側の問題が大きい。たかだか中

将だと。俺だって自衛隊にいればすぐ中将

になるんだ、あの時。ガバナーはもっと偉

いんだよ、知事は。だからちゃんと言いな

さい。こいつがだめだったらアメリカに行

って言いなさいという話を、あの時はＮＨ

Ｋで言ったじゃないですか。やっぱり占領

されている意識が日本人は強すぎるのね。

このへんはちゃんと整理すればいい。

僕はアメリカ大好きなんですよ。アメリ

カほどいい相手の国はないし、それをちゃ

んと、日本は日本の国益に使えなければだ

めですよね。ということで、お答えにさせ

てください。ありがとうございました。

○ フロアーからの声（大竹）

。 。よろしくお願いします 大竹といいます

ちょっと緊張しておりますけれども、よろ

しくお願いします。

今回の国民保護計画ですけど、小川先生

のお話では、自衛隊と消防庁とで仕事とい

いますか、任務の住み分けがされていると

いう話だったんですけど、やはり気になる

のは自衛隊とのつながりの深さというとこ

ろが気になるんですね。

新里課長からいただいた、こちらのレジ

ュメのところに、関係機関と書いてあるの

は、これはもう自衛隊をここに含むと考え

てよろしいんでしょうか。やっぱり自衛隊

とのつながりの深さというのが、その関係

機関が示されているふうに、例えば連絡調

整員を双方に置くくらいの関係と見てよろ

しいんでしょうか。

○ 府本禮司

県の方からお答えいたします。一つ、国

民保護計画を作るときに、国民保護協議会

を作っています。そのメンバーの中に自衛

隊員が入ってございます。ただし、国民保
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護計画を実施する際の一番の基本は、自衛

隊は自衛隊の役目がございまして、先ほど

言ったように、それで住み分けをしている

ということであります。まず自衛隊は敵を

排除するという仕事がございますから、そ

れをやっていただだくと。それ以外に我々

は警察、消防、それから皆さん方の協力を

得て避難というふうなことをやる。基本的

には国民保護の場合は、必要な時に要請は

しますけれども、彼らが常に我々のいうと

おりに出てくれるわけではないんです。基

本的には警察、それから消防、それから海

上保安庁、それから県の職員、市町村の職

員の方々、そういう人たちの努力と連絡で

ちゃんとやっていくという住み分けがあり

ます。ただし、そういう事態になった時に

は、相互の連絡が必要でございますので、

当然のことながら対策本部を開きますか

ら、その時には連絡員として出てきて、情

報を交換していくと。そういうことになら

ないと、どちらの方にどういう形でという

のはできませんので、そういう種分けはし

てございます。だから、いわゆる自衛隊と

いうのは、それぞれの役割がもう決まって

おりますので、そう簡単に一緒になること

はないということでございます。

○ 司会

どうも、ではよろしいですか。

ありがとうございました。

大変お名残惜しいというか、まだまだ質

問等のある方、いらっしゃると思うんです

けれども、ここでお時間が迫ってしまいま

したので、質疑応答を終了させていただき

たいと思うんですけれども。またぜひ小川

さんには沖縄にまたぜひいらしていただき

。 。たいと思います ありがとうございました

改めまして、本日、基調講演を努めてい

ただきました、講演していただきました濵

田室長、そして特別講演の講師をしていた

だきまして、また質疑応答を進行していた

だきました小川さんに大きな拍手をお送り

くださいませ。

(拍手)

本日はありがとうございました。

本当に貴重なお話をありがとうございま

した。

府本統括監、そして新里課長、お疲れさ

までございました。

それでは皆様、大きな拍手でお見送りく

ださいませ。ありがとうございました。

(拍手)

それでは、本日のフォーラムの模様は、

９月23日、24日放送の県の広報番組『うま

んちゅ広場』でも放送されます。

また、国民保護に関する情報ですね。県

の防災危機管理課のホームページにも随時

掲載しておりますので、こちらもご覧いた

だけましたらと思います。どうぞ今後とも

ご意見、ご要望がございましたら、いつで

もお寄せください。

そして皆様、アンケートの方をぜひご協

力いただきたいと思います。お帰りの際に

お出口の方の箱の方にお入れいただけまし

たら幸いでございます。

以上をもちまして、沖縄県国民保護フォ

ーラムを閉会させていただきます。本日は

お忙しい中お集まりいただきまして誠にあ

りがとうございました。


